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は
じ
め
に

　

本
稿
は
、『
論
語
』
顔
淵
第
十
二
「
克
巳
復
礼
為
仁
」
に
つ
い
て
、
山

﨑
闇
斎
（
一
六
一
八
─
八
二
）
は
じ
め
﨑
門
学
者
や
垂
加
神
道
家
ら
が
、

ど
の
よ
う
に
理
解
し
た
の
か
、な
か
で
も
彼
ら
が
朱
子
学
で
重
視
す
る「
復

性
復
初
の
義
」
を
受
け
て
、
身
心
を
ど
の
よ
う
に
見
て
い
た
の
か
を
検
討

す
る（
１
）。

　

闇
斎
は
儒
教
と
と
も
に
神
道
を
も
研
究
し
た
こ
と
か
ら
、
彼
の
学
問
は

「
神
儒
兼
学
」
と
い
わ
れ
、
そ
の
基
盤
と
な
る
精
神
は
「
和
魂
漢
才（
２
）」

で

『
論
語
』
と
﨑
門

─
嘉
点
「
克
巳
復
礼
為
仁
」
を
通
し
て
─

西
岡
和
彦

あ
る
。
そ
の
こ
と
は
、
闇
斎
の
直
弟
子
で
あ
っ
た
渋
川
春
海
や
谷
秦
山
ら

が
伝
え
て
お
り
、
闇
斎
の
孫
弟
子
に
あ
た
る
若
林
強
斎
や
彼
の
学
問
を
継

承
し
た
望
楠
軒
の
学
派
も
、
そ
れ
を
目
指
し
た（
３
）。

　

本
稿
で
は
、闇
斎
と
強
斎
の
ほ
か
に
、神
儒
兼
学
こ
そ
し
な
か
っ
た
が
、

浅
見
絅
斎
も
取
り
あ
げ
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
絅
斎
は
闇
斎
の
直
弟
子
で
あ

り
、
か
つ
強
斎
の
師
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、
闇
斎
の
経
学
を
も
っ
と
も
正

確
に
伝
え
た
一
人
、
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
谷
秦
山

が
絅
斎
に
神
道
研
究
を
強
く
勧
め
た
の
も
、
神
儒
兼
学
を
も
っ
て
闇
斎
の

学
問
を
総
合
的
に
継
承
し
て
欲
し
い
、
と
願
っ
た
か
ら
で
あ
る（
４
）。
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一
、「
克
巳
復
礼
為
仁
」
の
諸
解
釈

　

ま
ず
闇
斎
が
テ
キ
ス
ト
と
し
た
朱
子
の
『
論
語
集
註
』
所
収
顔
淵
第

十
二
の
「
克
巳
復
礼
為
仁
」
を
、
現
代
の
注
釈
書
か
ら
検
討
す
る
こ
と
に

し
よ
う
。

【
和
訓
】
己お
の
れに

克か

ち
て
礼れ
い

に
復か
え

る
を
仁じ
ん

と
為な

す
。

　

こ
れ
は
、
石
本
道
明
・
青
木
洋
司
『
論
語　

朱
熹
の
本
文
訳
と
別
解
』

か
ら
の
引
用
で
あ
る
。
つ
ぎ
に
吹
野
安
・
石
本
道
明
『
孔
子
全
書
』
第
六

巻
『
論
語
６
』
は
、
少
々
読
み
が
違
う
。

　
【
和
訓
】
己お
の
れに

克か

ち
て
礼れ
い

を
復ふ

む
を
仁じ
ん

と
為な

す
。

と
。
現
代
語
訳
は
、
両
書
と
も
同
じ
「
私
欲
に
う
ち
勝
っ
て
礼
の
規
範
に

立
ち
戻
る
よ
う
に
す
る
の
が
、
仁
で
あ
る
」
と
あ
る
。
だ
が
、
和
訓
に
お

い
て
、
前
者
は
「
礼
に
復
（
か
え
）
る
」
と
あ
り
、
後
者
は
「
礼
を
復
（
ふ
）

む
」
と
あ
る
。
こ
の
違
い
は
、
明
ら
か
に
編
纂
目
的
の
相
違
に
あ
っ
て
、

前
者
は『
論
語
集
註
』に
も
と
づ
い
た
和
訓
を
付
し（
凡
例
の「
方
針
」に
、

「
朱
熹
注
釈
に
基
づ
く
本
文
の
忠
実
な
訳
出
に
努
め
た
」
と
あ
る
）、
後

者
は
共
著
者
の
研
究
成
果
に
も
と
づ
く
か
ら
で
あ
る（
５
）。

な
お
、
こ
の
違
い

を
、
後
者
は
頭
注
で
詳
し
く
紹
介
し
て
い
る
。

　

そ
れ
に
よ
る
と
、
何
晏
（
一
九
六
─
二
四
九
）
等
『
論
語
集
解
』（
孔

子
十
世
の
孫
孔
安
国
の
説
を
引
用
）
や
皇
侃
（
四
八
八
─
五
四
五
）『
論

語
義
疏
』（
東
晋
〈
三
一
七
─
四
二
〇
〉
の
范
寧
〈
生
没
年
未
詳
〉
の
説

を
引
用
）
そ
し
て
刑
昺
（
九
三
二
─
一
〇
一
〇
）『
論
語
注
疏
』（
劉
炫
と

い
う
六
〇
〇
年
頃
の
人
の
説
を
引
用
）
の
説
で
は
、「
復
は
反
な
り
」
と

あ
る
。
つ
ま
り
、
こ
れ
ら
古
代
の
『
論
語
』
注
釈
書
は
、
朱
子
の
『
論
語

集
註
』
と
同
じ
く
、
復
を
「
か
え
る
」
と
理
解
し
て
い
た
。

　

そ
れ
に
対
し
、
先
秦
時
代
（
紀
元
前
二
二
一
年
以
前
）
の
書
と
さ
れ
る

『
春
秋
左
氏
伝
』
の
昭
公
十
二
年
（
紀
元
前
五
三
〇
年
）
の
記
事
に
、「
仲

尼
曰
は
く
、
古
に
志
（
記
録
）
有
り
、
己
に
克
ち
て
礼
を
復
（
ふ
）
む
は

仁
な
り
、
と
」
が
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
、
か
つ
て
吉
川
幸
次
郎
は
、「
も

し
『
左
伝
』
を
信
ず
れ
ば
、
孔
子
（
＊
前
五
五
二
─
前
四
七
九
、
＊
を
付

し
た
注
記
は
西
岡
注
、以
下
同
じ
）以
前
、（
＊
克
己
復
礼
と
い
う
言
葉
は
）

す
で
に
存
在
し
た
古
語
、
古
く
か
ら
あ
る
こ
と
わ
ざ
、
と
な
る
」
と
説
い

た
（『
論
語
』
中
、
七
七
頁
。
な
お
、
吉
川
氏
は
「
礼
に
復
る
は
」
と
読
む
）。

と
す
る
と
、「
克
己
復
礼
」
の
解
釈
や
和
訓
も
、『
論
語
』
よ
り
も
古
い
『
左

氏
伝
』
の
説
に
応
じ
る
の
が
適
切
、
ま
た
は
妥
当
と
の
説
が
お
こ
ろ
う
。
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わ
が
国
で
こ
の
疑
問
を
も
と
に
『
論
語
集
註
』
を
批
判
し
た
の
が
、
荻

生
徂
徠
の
『
論
語
徴
』
で
あ
る
。
明
治
の
漢
学
者
瀧
川
亀
太
郎
も
『
纂
標

論
語
集
註
』「
顔
淵
第
十
二
」
の
標
注
で
、
本
来
の
儒
教
に
、
朱
子
学
で

主
張
す
る
「
復
性
復
初
之
義
」
は
な
い
と
し
、
太
田
錦
城
（
一
七
六
五
─

一
八
二
五
）
の
、「
復
」
を
「
履
む
」
と
す
る
説
を
紹
介
し
た
。
つ
ま
り
、

「
復
礼
」
と
は
、
礼
の
規
範
に
立
ち
返
る
の
で
は
な
く
、
礼
儀
を
履
行
す

る
こ
と
、
と
。
そ
し
て
、
そ
れ
が
現
在
の
通
説
に
な
っ
て
い
る（
６
）。

　

な
お
、
朱
子
や
闇
斎
は
『
左
氏
伝
』
の
記
事
を
熟
知
し
て
い
た
が
、「
復
」

を
「
反
」
と
解
し
た
。
な
ら
ば
闇
斎
は
「
克
己
復
礼
為
仁
」
を
ど
の
よ
う

に
訓
読
し
、
か
つ
解
釈
し
た
の
だ
ろ
う
か
。

二
、
嘉
点
の
意
図

　

闇
斎
の
学
問
研
究
の
方
法
は
、「
述
べ
て
作
ら
ず
」（『
論
語
』）
で
あ

る（
７
）。

闇
斎
は
、
三
大
全
や
朝
鮮
本
に
満
足
せ
ず
、
よ
り
原
典
に
近
い
テ
キ

ス
ト
を
求
め
て
、
テ
キ
ス
ト
ク
リ
テ
ィ
ー
ク
を
徹
底
し
た
。
さ
ら
に
、
そ
れ

に
和
訓
を
付
し
て
初
学
者
で
も
読
め
る
よ
う
に
し
、
序
文
ま
た
は
跋
文
に

そ
の
書
の
要
点
を
記
し
て
刊
行
す
る（
８
）。

そ
う
し
た
木
版
本
を
、
諱
の
嘉
か

ら
「
嘉
点
本
」
と
い
い
、
そ
れ
が
﨑
門
の
テ
キ
ス
ト
に
も
な
っ
た（
９
）。

　

そ
の
嘉
点
『
論
語
集
註（

（1
（

』
を
、
浅
見
絅
斎
が
詳
細
に
講
義
し
た
筆
記
録

が
『
論
語
師
説
』
全
十
九
巻
で
あ
る
。
こ
れ
は
﨑
門
に
お
け
る
『
論
語
』

研
究
の
白
眉
で
あ
り
、代
表
的
な
訓
蒙
書
で
も
あ
っ
た
。そ
れ
以
外
に
も
、

﨑
門
内
で
は
同
様
の
講
義
録
が
次
々
と
作
ら
れ
、
若
林
強
斎
に
も
『
論
語

師
説
』
全
十
九
巻
と
称
す
講
義
録
が
あ
る
。
本
稿
で
は
、
以
上
の
書
を
も

参
照
し
た
。

　

ま
ず
、
嘉
点
『
論
語
集
註
』
か
ら
闇
斎
の
和
訓
を
見
て
み
よ
う
。

顔
淵
仁
ヲ

問
フ

。
子
ノ

曰
。
巳
ワ
タ
ク
シ

ニ

克
チ

礼
（
ニ
）

復
テ

仁
ヲ

為ス

。（
原
漢
文
、

一
六
丁
裏
）

　

原
漢
文
だ
が
、
嘉
点
に
従
っ
て
書
き
下
し
文
に
あ
ら
た
め
、
カ
ッ
コ
内

は
引
用
者
が
補
っ
た
。
こ
の
和
訓
の
特
徴
は
、「
己
」
を
「
巳
」
と
し
、

さ
ら
に
「
ワ
タ
ク
シ
」
と
フ
リ
ガ
ナ
を
付
す
。
さ
ら
に
、「
為
仁
」
を
一

般
に
「
仁
を
な
す
」（
ま
た
は
「
仁
と
な
す
」）
と
読
む
と
こ
ろ
を
、「
為
」

に
「
ス
」
の
フ
リ
ガ
ナ
を
付
し
て
「
仁
を
す
」
と
読
ま
せ
た
。
た
だ
し
、

こ
の
あ
と
に
続
く
経
文
の
読
み
は
異
な
る
。

一
日
モ

巳
（
わ
た
）ク
シ
ニ

克
チ

礼
ニ

復
レ
ハ

、
天
下
仁
ニ

帰ク
ミ
ス

、
仁
ヲ

為
コ
ト

巳オ
ノ
レニ

由
ル

、

人
ニ

由
ラ
ン

や

と
あ
り
、「
由
巳
」
の
「
巳
」
は
「
オ
ノ
レ
」
と
読
ま
せ
て
い
る
。
こ
れ
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に
つ
い
て
、
山
﨑
闇
斎
編
『
文
会
筆
録
』
四
之
三
（
割
注
を
【　

】
で
囲
っ

た
）
に
、「
克
巳
の
巳
ハ

私
ト

訓
ス

な
り
【
私
欲
の
謂
】、
由
巳
の
巳
ハ

我
ト

訓
ス

な
り
【
人
ニ

対
シ
テ

言
】、
字
同
シ
テ

訓
異
ナ
リ

、
集
註
明
ケ
シ

」（
九
六
丁
表
）
が

参
考
に
な
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
闇
斎
が
「
巳
」
の
和
訓
を
「
わ
た
く
し
」

と
「
お
の
れ
」
に
使
い
分
け
た
の
は
、『
論
語
集
註
』
に
準
じ
た
か
ら
、

と
い
う
。

　

こ
う
し
た
『
論
語
集
註
』
に
準
じ
た
和
訓
は
、
嘉
点
『
論
語
集
註
』
が

刊
行
さ
れ
る
十
年
程
前
の
、
闇
斎
四
十
歳
の
頃
に
執
筆
し
た
『
大
和
小
学
』

に
す
で
に
見
ら
れ
た
。
そ
の
当
該
箇
所
を
引
用
す
る
と
、

○
克
己
復
礼
為
仁
、
此
六
字
い
ろ
〳
〵
の
和
訓
あ
り
、

「
わ
た
く
し
に
か
ち
て
、れ
い
に
か
へ
る
を
、じ仁ん
と
す
」、是
一ひ
と
つな

り
、

「
わ
た
く
し
に
か
ち
て
、れ
に
か
へ
れ
ば
、じ
ん
と
な
る
」、是
二ふ
た
つな
り
、

「
わ
た
く
し
に
か
ち
て
、
れ
い
に
か
へ
る
は
、
じ
ん
を
す
る
な
り
」、

是
三み
つ

な
り
、

「
わ
た
く
し
に
か
ち
て
、
れ
い
に
か
へ
る
を
、
じ
ん
と
す
る
と
す
」、

是
四よ
つ

な
り
、

「
わ
た
く
し
に
か
ち
て
、
れ
い
に
か
へ
り
て
、
じ
ん
を
な
す
」、
是

五い
つ
丶な

り
、

い
づ
れ
も
先
儒
の
説
あ
る
義
に
て
、
一
意
あ
る
点
な
れ
ど
も
、
本
ほ
ん
ぎ
や
う経

の
正
意
に
は
あ
ら
ざ
る
な
り
、

「
わ
た
く
し
に
か
ち
、れ
い
に
か
へ
り
て
、じ
ん
を
す
」、是
愚
点
な
り
、

か
く
よ
み
て
集し
つ
ち
う註

の
こ
丶
ろ
に
か
な
ふ
と
お
も
ふ
、
つ
ら
〳
〵
論
語

を
よ
む
で
、
克
己
の
功
夫
あ
る
人
に
あ
ら
ざ
れ
ば
、
と
も
に
か
た
り

が
た
し
、（
四
九
頁
、
引
用
に
お
い
て
、
便
宜
上
各
和
訓
説
を
カ
ッ

コ
に
入
れ
、
か
つ
改
行
し
た
）

と
あ
る
。
闇
斎
は
、「
先
儒
」
に
よ
る
五
つ
の
和
訓
を
あ
げ
た
後
、
以
上

は
「
本ほ
ん
ぎ
や
う経の
正
意
に
は
あ
ら
ざ
る
な
り
」
と
し
た
。
そ
れ
に
対
し
、「
愚
点
」

（
嘉
点
）
の
和
訓
が
「
わ
た
く
し
に
か
ち
、
れ
い
に
か
へ
り
て
、
じ
ん
を

す
」
で
あ
る
。
こ
の
「
愚
点
」
は
、
前
述
の
嘉
点
『
論
語
集
註
』
と
同
じ

訓
読
で
あ
っ
た
。
そ
の
理
由
は
、「
か
く
よ
み
て
集
註
の
こ
丶
ろ
に
か
な

ふ
か
と
お
も
ふ
」
と
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
和
訓
こ
そ
が
、
朱
子
の
『
論
語

集
註
』
の
意
図
に
か
な
う
訓
読
で
あ
り
、「
本ほ
ん
ぎ
や
う経の
正
意
」
と
確
信
す
る

か
ら
で
あ
る
。
な
お
、
闇
斎
は
、「
克
己
」
の
「
己
」
を
、
す
べ
て
「
わ

た
く
し
」
と
読
む
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
朱
子
説
を
遵
守
す
れ
ば
、
そ
れ
が
自

明
で
、
問
題
は
「
為
仁
」
の
「
為
」
に
あ
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
本
稿
も
、

そ
こ
に
注
目
す
る（

（1
（

。

三
、『
論
語
集
註
』
の
意
図
と
は
何
か

　

嘉
点
『
論
語
集
註
』
を
テ
キ
ス
ト
に
し
た
闇
斎
の
講
義
録
は
未
見
で
あ
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る
。
そ
こ
で
、
絅
斎
や
強
斎
の
『
論
語
師
説
』
を
検
討
す
る
こ
と
で
、
闇

斎
の
和
訓
が
『
論
語
集
註
』
の
意
図
に
か
な
う
も
の
で
あ
っ
た
の
か
を
検

討
し
た
い
。

　

ま
ず
、
嘉
点
『
論
語
集
註
』「
顔
淵
第
十
二
」
の
冒
頭
の
経
文
と
そ
の

註
を
引
用
す
る（

（1
（

（
な
お
、
嘉
点
『
論
語
集
註
』
の
引
用
に
際
し
て
は
、
嘉

点
を
忠
実
に
書
き
下
し
た
が
、
不
明
な
と
こ
ろ
は
土
田
健
次
郎
著
『
論
語

集
注
』
３
を
参
照
し
た
。
ま
た
、「
巳
」
を
、
私
欲
を
指
す
「
わ
た
く
し
」

と
、
人
一
般
を
指
す
「
お
の
れ
」
と
を
区
別
す
る
た
め
、
そ
し
て
「
為
仁
」

を
「
仁
を
す
」
と
訓
読
す
る
た
め
に
、
ふ
り
が
な
を
カ
ッ
コ
に
し
て
付
し

た
。
ま
た
、
送
り
仮
名
も
適
宜
付
し
た
。
な
お
、
原
書
は
全
て
句
点
で
あ

る
が
、
読
点
に
改
め
た
）。

顔
淵
第
十
二
（
凡
テ

二
十
四
章
）

顔
淵
仁
ヲ

問
フ

、
子
ノ

曰
、
巳
ワ
タ
ク
シニ

克
チ

礼
（
ニ
）

復
テ

仁
ヲ

為ス

、
一
日
モ

巳
　
　
ク
シ
ニ

克
チ 

礼
ニ

復
レ
ハ

、
天
下
仁
ニ

帰ク
ミ
ス、

仁
ヲ
為
コ
ト

巳オ
ノ
レ
ニ

由
ル

、
而
人
ニ

由
ラ
ン

や
、

仁
と
は
、
本
心
の
全
徳
、
克
ハ

、
勝
な
り
、
巳
（
わ
た
く
し
）ハ

、
身
の
私
欲
ヲ

謂
（
ふ
）

な
り
、
復
ハ

、
反
な
り
、
礼
と
は
、
天
理
の
節
文
な
り
、
仁
（
を
）

為（
す
）と

は
、
以
（
て
）

其
ノ

心
の
徳
（
を
）

全
ス
ル

所
な
り
、
蓋
（
し
）

心
の
全
徳
天
理
ニ 

非
ル
コ
ト

莫
シ
テ

、
亦
人
欲
ニ

壊
レ

ざ
る
コ
ト

能
は
ず
、
故
ニ

仁
ヲ

為（
す
）ル

と
は
必
（
ず
） 

以
（
て
）

私
欲
ニ

勝
チ

て
礼
ニ

復
（
ル
）

有
レ
ハ

、
則
（
ち
）

事
皆
天
理
ニ
シ
テ

、
本
心

の
心
復
（
た
）

我
ニ

全
（
す
）、
帰
（
は
）

猶
与
ノ

ご
と
き
な
り
、
又
言
ヘ
リ

一
日
モ 

巳（
わ
た
く
し
）ニ克
チ

礼
ニ

復
レ
ハ

則
（
ち
）

天
下
の
人
皆
其
ノ

仁
ニ

与
ス
ト

、
極
メ
テ

其
ノ

効

の
甚
タ

速
ニ
シ
テ

至
テ

大
ナ
ル
コ
ト
ヲ

言
ヘ
リ

、
又
言
ヘ
リ

、
仁
ヲ

為（
す
）コ

ト

巳
（
お
の
れ
）ニ由
テ

、
他

人
ノ

能
ク

預
ル

所
ニ

非
ス
ト

、
又
其
ノ

機
の
我
ニ

在
テ

難
コ
ト

無
コ
ト
ヲ

見
ル

な
り
、

日
日
之
ニ

克
テ

以（
て
）難
シ
ト

為
ざ
れ
は
、則（
ち
）私
欲
浄
尽
シ

、天
理
流
行
シ
テ

、

仁
勝
ケ
テ

用
フ

べ
か
ら
ず
、程
子
ノ

曰
、礼
ニ

非
（
る
）
処
便
チ

是
レ

私
意
、既
（
に
） 

是
レ

私
意
、如
何
ン
ソ

仁
ヲ

得
ン

、須
ク

是
レ

巳
（
わ
た
く
し
）
私
ニ

克
尽
シ
テ

皆
礼
ニ

帰
ル

べ
く
、

方
ニ

始
テ

是
レ

仁
（
と
）、
又
曰
、
巳
（
わ
た
く
し
）ニ

克
チ

礼
ニ

復
ハ

則
（
ち
）

事
事
皆
仁
、

故
ニ

曰
、
天
下
仁
ニ

帰
ス
ト

、
謝
氏
カ

曰
、
巳
（
わ
た
く
し
）ニ克

コ
ト

、
須
ク

性
偏
ニ
シ
テ

克
チ 

難
キ

処
従
（
り
）

克
チ

将
チ

去
ル

べ
し
（
と
）、（
原
漢
文
、
一
六
丁
裏
〜
一
七

丁
表
）

と
。

　

次
に
、
嘉
点
『
論
語
集
註
』
の
解
釈
を
よ
く
反
映
し
て
い
る
と
さ
れ
る

絅
斎
と
強
斎
の
各
『
論
語
師
説
』
か
ら
、
適
宜
解
説
を
参
照
し
よ
う
。

　

嘉
点
集
註
「
仁
と
は
、
本
心
の
全
徳
」
に
つ
い
て
、
絅
斎
は
「
仁
ハ
聖

門
ノ
大
端
、目
ア
テ
ニ
テ
、人
ト
生
レ
テ
一
生
ノ
オ
チ
ツ
キ
処
」（
十
四
巻
、

墨
付
一
丁
表
）
と
い
う
。
つ
ま
り
、
人
が
修
養
に
よ
っ
て
生
涯
目
指
す
と

こ
ろ
が
「
仁
」
で
あ
る
。
次
に
「
本
心
」
と
は
「
自
然
ノ
ダ
ダ
イ
ノ
ナ
リ

ヲ
云
」（
同
、
一
丁
裏
）
と
あ
る
。
つ
ま
り
、
見
聞
し
た
ま
ま
を
思
う
自

然
の
心
を
指
す
。「
全
徳
」
の
「
全
」
に
つ
い
て
、
強
斎
は
「
ド
コ
マ
デ

モ
無
瑕
ニ
、
カ
ゲ
ノ
ナ
イ
ガ
全
ゾ
」（
十
三
巻
、
三
丁
表
）
と
い
う
。
以
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上
か
ら
、「
本
心
の
全
徳
」
を
、
絅
斎
は
「
人
ノ
身
ノ
生
付
ノ
様
」（
同
、

二
丁
裏
）
と
い
い
、
強
斎
の
説
を
付
け
加
え
る
と
、
仁
は
人
の
身
に
生
ま

れ
つ
き
備
わ
っ
た
、
無
瑕
の
あ
り
の
ま
ま
の
心
の
状
態
を
指
す
、
と
い
え

よ
う
。
そ
し
て
、
こ
の
章
は
、
顔
淵
が
、「
全
徳
ニ
ナ
ツ
テ
、
人
タ
ル
心

ニ
成
タ
イ
」（
絅
斎
、
三
丁
表
）、「
何
ト
ゾ
本
心
全
徳
無
瑕
ノ
人
ニ
ナ
リ

タ
イ
」（
強
斎
、三
丁
裏
）と
の
思
い
か
ら
、仁
に
つ
い
て
質
問
し
た
の
だ
、

と
す
る
。

　

次
に
孔
子
の
回
答
と
な
る
。
ま
ず
「
克
」
と
は
、
中
途
半
端
に
勝
つ
の

で
は
な
く
、
完
全
に
勝
つ
こ
と
。
す
な
わ
ち
、
絅
斎
は
「
勝
ハ
ス
キ
ト
手

ヲ
残
ル
事
モ
ナ
ク
、
何
モ
無
様
ニ
シ
オ
フ
セ
ル
事
、
ソ
レ
故
、
克
字
ハ
、

ワ
ザ
バ
カ
リ
デ
ハ
ナ
イ
、気
象
ツ
ヨ
ク
カ
カ
ル
、気
象
デ
合
点
セ
ヨ
」（
同
、

四
丁
表
）
と
い
う
。
こ
こ
で
い
う
「
ワ
ザ
」
と
は
、
行
為
な
ど
目
に
見
え

る
部
分
を
い
い
、「
気
象
」
と
は
気
質
、
す
な
わ
ち
目
に
見
え
な
い
心
の

性
質
を
い
う
の
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
外
見
が
整
っ
て
い
て
も
、
内
心

が
不
安
定
で
あ
れ
ば
、「
克
」
と
は
い
え
な
い
の
で
あ
る
。

　

も
ち
ろ
ん
、「
克
」
の
対
象
は
「
己
（
巳
）」
で
あ
る
。
そ
の
「
己
」
に

つ
い
て
、
絅
斎
は
、

我
ガ
ソ
レ
ニ
ド
ウ
シ
タ
イ
、
カ
ウ
シ
タ
イ
ト
、
ツ
イ
テ
マ
ハ
ル
ガ
、

私
欲
ナ
リ
、
何
コ
ト
ト
サ
ス
事
モ
ナ
ク
、
子
ハ
見
レ
バ
カ
ハ
ユ
イ
、

食
ハ
ヨ
イ
物
ク
ヒ
タ
イ
、我
カ
ラ
ヨ
イ
様
ニ
シ
タ
イ
ヲ
、私
欲
ト
云
、

コ
レ
ヲ
己
ト
云
ゾ
、
和
訓
ニ
、
ワ
タ
ク
シ
ト
ヨ
メ
ド
モ
、
ヲ
ノ
レ
ト

云
合
点
ガ
ナ
イ
ゾ
、
ヲ
ノ
レ
ト
云
ハ
、
何
ト
シ
テ
モ
我
身
ノ
ヨ
イ
様

ニ
〳
〵
ト
シ
タ
ウ
、
我
カ
ラ
ミ
レ
バ
、
左
云
事
ガ
、
ハ
ゲ
ニ
ク
イ
ゾ
、

天
下
ト
リ
ガ
、
天
下
ヲ
失
フ
モ
、
学
者
ノ
身
ノ
ク
ヅ
ル
ル
モ
、
ツ
カ

ヘ
ノ
命
ト
ル
様
ニ
、
此
己
一
字
ニ
ア
ル
ゾ
、
人
ノ
身
ヲ
、
身
ノ
様
ニ

サ
セ
ヌ
ハ
、
此
一
字
ニ
ア
ル
、
人
心
惟
危
ト
云
モ
、
人
欲
ト
云
モ
、

此
事
ゾ
、（
同
、
四
丁
表
裏
）

と
い
う
。
つ
ま
り
、
身
に
生
ま
れ
付
い
た
無
瑕
な
心
を
発
揮
し
た
い
が
、

そ
う
さ
せ
な
い
の
が
私
欲
で
、そ
れ
を
持
つ
の
が「
己
」で
あ
る
、と
い
う
。

　

た
だ
絅
斎
の
説
明
で
は
、
闇
斎
が
「
己
（
巳
）」
を
な
ぜ
「
ワ
タ
ク
シ
」

と
読
ま
せ
た
の
か
が
少
し
分
か
り
に
く
い
の
で
、
強
斎
の
説
明
で
補
っ
て

お
こ
う
。

私ワ
タ
ク
シト

ヨ
ム
ガ
己ヲ
ノ
レノ

字
、
ヲ
ノ
レ
ハ
、
ヲ
レ
ガ
身
ト
云
ヘ
バ
、
面
々

親
切
ニ
持
マ
ヘ
ニ
ナ
ツ
テ
居
ル
、
ヲ
レ
ト
云
ホ
ド
親
切
ナ
モ
ノ
ハ
ナ

イ
、（
中
略
）
ヲ
レ
ガ
身
ナ
リ
ノ
ト
ア
リ
タ
イ
、
角
ア
リ
タ
イ
ト
、

親
切
ニ
ヘ
バ
リ
付
テ
居
ル
ユ
ヱ
、
身
之
私
欲
ト
注
セ
ラ
ル
ル
ゾ
、（
中

略
）シ
ミ
ジ
ミ
ト
覚
ル
身
ナ
リ
カ
ラ
、ヘ
バ
リ
付
テ
居
ル
ガ
私
欲
ゾ
、

己
ト
云
字
デ
己
ナ
リ
ガ
私
ニ
ナ
ル
ユ
ヱ
、己
ヲ
カ
ヘ
、ス
ク
ナ
シ
ニ
、

ワ
タ
ク
シ
ト
ヨ
ム
、
コ
コ
ガ
キ
ハ
メ
テ
大
事
、（
同
、
四
丁
表
裏
）

と
。
す
な
わ
ち
、「
ヲ
ノ
レ
」
と
は
、「
ヲ
レ
ガ
身
」
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
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の
身
に
私
欲
が
へ
ば
り
付
い
て
い
る
か
ら
、
己
を
「
ワ
タ
ク
シ
」
と
訓
ん

だ
（
ま
た
、
そ
れ
ゆ
え
に
「
己
」
を
「
巳
」
と
も
表
し
た（

（1
（

）。
も
ち
ろ
ん
、

「
己
ヲ
ノ
ケ
テ
仁
者
ニ
ナ
リ
ヤ
ウ
ハ
ナ
フ
テ
、身
ト
云
シ
ミ
ジ
ミ
ト
シ
タ
、

カ
ハ
ユ
イ
モ
ノ
ナ
リ
ニ
、
ド
チ
ヘ
シ
テ
モ
ハ
ナ
レ
ヌ
私
欲
ト
云
モ
ノ
ガ
ア

ル
、
コ
レ
ガ
ハ
エ
ヌ
キ
ノ
己
ヲ
ソ
コ
ナ
フ
モ
ノ
」（
同
、
五
丁
表
裏
）
で

あ
る
か
ら
、
こ
の
私
欲
に
完
全
に
勝
っ
て
、
己
の
身
（
巳
）
か
ら
私
欲
を

削
ぎ
落
と
さ
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
う
す
れ
ば
、
身
は
生
ま
れ
つ
い
た
ま
ま

の
本
心
の
全
徳
に
復
り
、
仁
者
に
な
る
と
い
う
。

　

次
に
「
復
礼
」
に
つ
い
て
、
絅
斎
は
「
復
礼
ト
云
ハ
、
本
法
ノ
カ
ウ
ナ

ケ
レ
バ
ナ
ラ
ヌ
、
ト
云
事
ガ
有
ウ
ホ
ド
ニ
、
ソ
コ
ヘ
シ
タ
テ
ナ
ヲ
ス
様
ニ

ス
レ
バ
、
復
ト
云
モ
ノ
ゾ
」（
同
、
七
丁
裏
）
と
い
う
。
す
な
わ
ち
、
本

法
へ
仕
立
て
直
す
こ
と
が
「
復
礼
」
な
の
で
あ
る
。
な
お
、「
礼
」
と
は
「
天

理
の
節
文
」
で
あ
る
、
と
『
論
語
集
註
』
の
朱
註
に
あ
っ
た
。
そ
れ
に
つ

い
て
、
絅
斎
は
「
天
理
之
節
文
也
、
天
理
ハ
毎
度
ア
ル
事
ナ
ガ
ラ
、
人
ノ

身
ノ
自
然
ヲ
サ
シ
テ
云
、
本
心
之
全
徳
ト
云
、
節
目
ヲ
語
レ
バ
、
天
理
ト

云
モ
ノ
、
火
ハ
モ
ユ
ル
ガ
自
然
、
親
ハ
愛
イ
ガ
天
理
、
恥
シ
イ
ハ
恥
シ
イ

自
然
ノ
生
ノ
マ
マ
ナ
リ
ヲ
天
理
ト
云
」（
同
、
四
丁
裏
）
と
。
つ
ま
り
、

身
に
生
ま
れ
付
い
た
ま
ま
の
状
態
が
「
本
心
之
全
徳
」
で
あ
る
が
、
そ
れ

が
「
天
理
之
節
文
」
で
も
あ
る
。

　

な
ら
ば
、「
復
礼
」
を
「
復
理
」
と
し
て
も
良
さ
そ
う
だ
が
、
そ
れ
を
「
復

礼
」
と
す
る
に
は
理
由
が
あ
る
、
と
弟
子
の
強
斎
は
い
う
。
す
な
わ
ち
、

「
然
ラ
バ
初
ヨ
リ
、
復
理
ト
云
テ
ヨ
サ
ソ
ウ
ナ
モ
ノ
ヲ
、
礼
ト
ア
ル
ガ
大

事
、
礼
ハ
節
目
ナ
リ
ノ
日
用
、
ソ
レ
ゾ
レ
事
実
、（
中
略
）
惣
ジ
テ
日
用

ノ
事
実
ヲ
ハ
ナ
レ
テ
、
人
ノ
身
ハ
ナ
イ
ユ
ヱ
、
節
目
ノ
ソ
レ
ゾ
レ
ノ
場
毎

ニ
、
過
不
及
ナ
イ
ノ
リ
ヲ
礼
ト
ハ
云
」（
同
、
六
丁
裏
〜
七
丁
表
）
と
。

そ
し
て
、

礼
ヲ
ハ
ナ
レ
テ
、心
ノ
実
ハ
ナ
イ
ハ
ズ
、（
中
略
）事
実
ヲ
ハ
ナ
レ
ズ
、

場
毎
ニ
目
ゼ
メ
ニ
ノ
リ
ガ
ア
ル
、
カ
ウ
ナ
ケ
レ
バ
、
工
夫
ニ
ハ
ナ
ラ

ズ
、（
中
略
）
事
実
ガ
道
理
ニ
ア
ハ
ネ
バ
行
ヌ
事
、
理
ハ
節
目
、
礼

ハ
事
実
デ
云
、
ソ
レ
デ
天
理
之
節
文
ト
ア
ル
、
克
己
ノ
工
夫
、
事
実

ヲ
ハ
ナ
レ
ズ
、
私
ハ
身
ニ
ヘ
バ
リ
付
タ
病
、
コ
レ
ガ
事
実
ヲ
ハ
ナ
レ

テ
ナ
イ
、
己
ガ
天
理
之
節
文
ト
ウ
ラ
ハ
ラ
、
コ
コ
ガ
大
事
ノ
旨
、
工

夫
ガ
ジ
カ
ジ
カ
ト
実
地
ヲ
フ
ン
デ
ユ
ク
、
理
ト
云
ヘ
バ
、
バ
ツ
ト
キ

コ
ヘ
ル
礼
ト
云
テ
、
工
夫
ノ
実
ガ
目
ゼ
メ
ニ
ナ
ル
、
ソ
レ
デ
復
理
ト

ナ
イ
、
聖
門
学
術
ノ
大
事
ガ
コ
レ
ゾ
、（
同
、
七
丁
表
裏
）

と
い
う
。
す
な
わ
ち
、
形
而
上
で
は
な
く
形
而
下
で
説
明
す
る
か
ら
「
復

理
」
で
は
な
く
「
復
礼
」
な
の
で
あ
り
、
そ
れ
が
「
聖
門
学
術
ノ
大
事
」

で
も
あ
る
、
と
い
う
の
で
あ
っ
た
。

　

こ
の
こ
と
は
師
の
絅
斎
も
、「
朱
子
以
来
、
天
理
ト
云
ヘ
バ
、
只
形
而

上
ト
云
カ
ラ
シ
テ
、
一
段
ナ
モ
ノ
ト
思
フ
テ
、
別
ニ
ハ
メ
テ
ミ
タ
ガ
ル
、
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大
ナ
ア
ヤ
マ
リ
ゾ
、
食
ク
フ
モ
、
物
云
モ
、
往
ト
シ
テ
、
此
天
理
ニ
ア
ラ

ザ
ル
事
ナ
イ
」（
同
、
六
丁
裏
）
と
説
く
。
そ
し
て
、「
天
理
ト
云
ガ
、
ヲ

キ
モ
ナ
ヲ
サ
ズ
人
欲
ト
ナ
ル
、（
中
略
）
善
ニ
ナ
ル
モ
、
悪
ニ
ナ
ル
モ
、

兎
ノ
毛
セ
ツ
テ
、
コ
コ
ニ
ア
ル
ゾ
、
其
ス
レ
ア
フ
処
ガ
、
礼
ト
云
、
己
ト

云
ノ
間
ナ
リ
」（
同
、
七
丁
表
）
と
い
う
よ
う
に
、
善
悪
は
身
に
付
い
た

私
欲
に
よ
っ
て
紙
一
重
の
状
態
な
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、「
人
心
惟

危
ト
云
モ
コ
コ
ソ
」（
同
、七
丁
表
）と
い
う
の
で
あ
っ
た
。だ
か
ら
こ
そ
、

事
実
か
ら
離
れ
ず
、
そ
れ
を
取
り
除
く
工
夫
を
重
ね
る
こ
と
を
「
復
礼
」

を
も
っ
て
教
え
た
の
で
あ
る
。

　

次
に
「
為
仁
」
に
つ
い
て
、
絅
斎
は
「
ヒ
タ
ト
私
欲
ニ
克
テ
復
礼
ス
レ

バ
、
日
用
ノ
事
実
ナ
リ
ニ
、
ソ
ロ
リ
ソ
ロ
リ
ト
粗
暴
ナ
コ
ト
モ
去
リ
、
ソ

ソ
ロ
モ
落
テ
、
今
日
モ
ヨ
ク
ナ
リ
、
明
日
モ
ヨ
ク
ナ
リ
、
ド
コ
ト
モ
ナ
ウ

日
用
ナ
リ
ニ
、
心
ガ
本
心
ニ
ナ
ル
、
本
心
ナ
リ
ガ
日
用
ニ
ナ
ル
、
ソ
レ
デ

克
巳
復
礼
カ
仁
デ
モ
ナ
ク
、
又
克
巳
復
礼
シ
マ
ウ
テ
、
仁
ガ
外
ニ
ア
ル
、

ト
云
事
モ
ナ
イ
、
克
巳
復
礼
ナ
リ
ニ
心
徳
ト
ナ
ル
ゾ
」（
同
、
八
丁
裏
）

と
説
い
た
。
つ
ま
り
、
身
に
付
い
た
私
欲
に
勝
っ
て
復
礼
す
れ
ば
、
徐
々

に
日
用
で
心
が
本
心
に
も
ど
っ
て
い
く
、
す
な
わ
ち
仁
の
状
態
に
近
づ
い

て
い
く
。し
た
が
っ
て
、「
私
欲
ニ
克
去
テ
、本
法
ノ
処
ニ
ツ
メ
テ
ユ
ク
ト
、

独
リ
本
心
ナ
リ
ヲ
得
テ
ク
ル
故
、為
仁
ト
云
ゾ
」（
同
、九
丁
表
）と
な
る
。

　

と
こ
ろ
が
、
克
己
復
礼
す
れ
ば
、
そ
れ
が
仁
で
あ
る
、
と
誤
解
し
て
、

「
己
ニ
克
、
礼
ニ
復
ル
ヲ
仁
ト
ス
、
ト
ミ
ル
ハ
、
ア
ヤ
マ
リ
ゾ
、（
朱
子
）

語
類
ニ
モ
大
分
其
吟
味
ア
リ
、（
闇
斎
も
）
文
会
筆
録
ニ
尽
サ
レ
タ
ゾ
、

ソ
レ
故
、
己
ニ
克
チ
、
礼
ニ
復
リ
、
仁
ヲ
為
、
ト
ヨ
ム
、
克
己
復
礼
ヲ
仁

ト
ス
、
ト
ヨ
ム
ト
、
大
キ
ナ
ア
ヤ
マ
リ
」（
同
、
九
丁
表
、
カ
ッ
コ
内
は

引
用
者
が
補
っ
た
）
と
、
絅
斎
は
付
け
加
え
た
。
つ
ま
り
、
ひ
と
つ
ひ
と

つ
丁
寧
に
ク
リ
ア
し
て
い
く
中
で
、
自
然
と
仁
に
近
づ
い
て
い
く
（「
仁

を
す
」）の
で
あ
っ
て
、条
件
さ
え
ク
リ
ア
す
れ
ば
、一
気
に
仁
に
な
る（「
仁

と
す
」）、
と
い
う
も
の
で
は
な
い
と
注
意
し
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
そ
れ

は
大
事
な
こ
と
ゆ
え
、「
克
己
復
礼
ヨ
リ
外
ニ
仁
ニ
入
様
ハ
ナ
ケ
レ
ド
モ
、

克
サ
ヘ
ス
レ
バ
、
モ
ハ
ヤ
仁
ト
云
事
デ
ハ
ナ
イ
、
克
己
復
礼
ハ
、
ワ
ザ
ノ

上
デ
、
ヒ
タ
ト
克
オ
フ
セ
〳
〵
シ
テ
ユ
ク
内
ニ
、
ド
コ
ト
モ
ナ
ウ
仁
ニ
ナ

リ
得
テ
、
自
然
ニ
我
ニ
得
テ
ク
ル
事
」（
同
、
一
三
丁
表
）
で
あ
る
。
だ

か
ら
こ
そ
、「
克
己
復
礼
ス
レ
バ
、
モ
ハ
ヤ
仁
ト
モ
云
ハ
レ
ヌ
、
克
己
復

礼
シ
ツ
ツ
、
ソ
レ
ナ
リ
ニ
本
心
ニ
ナ
リ
得
テ
ク
ル
コ
ト
ヲ
云
」（
同
、

一
三
丁
表
）
の
だ
、
と
繰
り
返
し
説
い
た
の
で
あ
る
。

　

強
斎
の
「
為
仁
」
説
も
見
て
お
こ
う
。「
為
仁
ハ
、
工
夫
ニ
ナ
ツ
テ
ノ

詞
ユ
ヱ
、
所
以
全
其
心
之
徳
ト
ア
ル
、
本
心
全
徳
ガ
、
ソ
コ
ネ
テ
居
ル
ヲ
、

モ
ト
ノ
モ
ノ
ニ
仕
ナ
ホ
シ
テ
ユ
ク
ヲ
云
ゾ
、
為
仁
ハ
、
ド
ウ
シ
タ
モ
ノ
ナ

レ
バ
、
心
徳
ヲ
全
フ
ス
ル
ヨ
リ
ナ
イ
ゾ
、
克
己
復
礼
デ
全
フ
ナ
ル
ユ
ヱ
、

所
以
ノ
字
デ
云
テ
ア
ル
ガ
、
ソ
レ
ゾ
」（
同
、
七
丁
裏
）
と
い
う
。
す
な
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わ
ち
、
心
の
徳
を
全
う
に
す
る
た
め
の
工
夫
と
し
て
克
己
復
礼
を
行
う
、

そ
れ
が
「
為
仁
」
へ
と
続
く
。
さ
ら
に
、「
克
レ

己
復
レ

礼
ニ

為
レ

仁
ト
ヨ
ム

ガ
正
意
、（
闇
斎
の
）
大
和
小
学
、（
文
会
）
筆
録
ニ
モ
、
此
セ
ン
ギ
ア
リ
、

克
レ

己
復
レ

礼
ス
グ
ニ
仁
ト
云
事
デ
ナ
イ
、
為
レ

仁
（
仁
と
す
）
ト
ヨ
ム
ハ

ワ
ル
イ
、
仁
ハ
本
心
ノ
徳
、
全
イ
上
テ
云
、
克
己
復
礼
ハ
工
夫
デ
云
事
、

前
ノ
注
ニ
所
以
全
其
心
之
徳
也
ト
ア
ル
ガ
、
ソ
レ
、
克
己
復
礼
ヨ
リ
仁
ハ

ナ
イ
ガ
、ソ
レ
ガ
ス
グ
ニ
仁
ト
云
ハ
、ソ
デ
ナ
イ
」（
同
、一
三
丁
裏
、カ
ッ

コ
内
は
引
用
者
が
補
っ
た
）
と
注
意
し
た
。
し
た
が
っ
て
、「
克
己
復
礼

ハ
工
夫
デ
、
コ
レ
ガ
ス
グ
ニ
仁
デ
ハ
ナ
イ
、
熟
シ
ニ
〳
〵
シ
テ
仁
ナ
リ
ニ

ナ
ル
ガ
、
為
仁
（
仁
を
す
）
ト
云
モ
ノ
ゾ
」（
同
、
一
五
丁
表
）
と
説
い

た
の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
「
克
己
復
礼
為
仁
」
と
は
、
己
の
身
に
付
い
た
私
欲
に
完

全
に
勝
っ
て
、
本
心
に
復
帰
で
き
る
よ
う
に
工
夫
す
れ
ば
、
日
に
日
に
仁

に
近
づ
き
心
徳
が
高
ま
っ
て
ゆ
く
、
と
す
る
の
が
朱
子
の
意
図
す
る
と
こ

ろ
で
、
決
し
て
克
己
復
礼
が
仁
で
あ
る
、
と
か
克
己
復
礼
す
れ
ば
、
す
ぐ

に
仁
に
な
る
、
と
い
う
の
で
は
な
い
。
闇
斎
ら
も
そ
う
し
た
朱
子
の
考
え

を
遵
守
し
た
の
で
あ
る
。
次
に
闇
斎
の
各
著
書
か
ら
適
宜
検
討
す
る
こ
と

で
、
そ
の
こ
と
を
確
認
し
た
い
と
思
う
。

四
、「
為
仁
」
に
関
す
る
闇
斎
説

　
『
論
語
集
註
』
に
程
子
が
克
己
復
礼
す
れ
ば
「
是
レ

仁
」
と
の
説
が
あ
り
、

そ
れ
は
朱
子
の
「
為
仁
」
説
と
異
な
る
、
と
の
誤
解
が
従
来
か
ら
あ
っ
た
。

そ
れ
に
つ
い
て
闇
斎
は
、『
文
会
筆
録
』
四
之
三
に
『
朱
子
語
類
』
の
一

文
を
引
い
て
批
判
す
る
。

○
語
類
ニ

、
問
（
フ
）

程
先
生
ノ

云
（
ハ
ク
）、
須
是
巳
私
ニ

克
尽
シ
テ

皆
礼
帰
ル

べ
く
、
方
ニ

始
テ

是
仁
ト

、
恐
ク
ハ

是
仁
ノ

字
、
為
仁
ノ

字
と
意
相
似
せ
ず
、

と
、曰
（
ハ
ク
）、那
箇
ニ

克
去
レ
ハ

便
（
チ
）
是
（
レ
）
這
箇
、蓋
巳
私
ニ

克
去
レ
ハ

便
（
チ
） 

是
（
レ
）

天
理
、
巳
ニ

克
（
チ
）

礼
ニ

復
ル

、
仁
ヲ

為（
ス
）所
以
な
り
、
仁
ハ

是
（
レ
）

地

頭
、
克
巳
復
礼
ハ

是
（
レ
）
工
夫
、
那
ノ

地
頭
ニ

到
（
ル
）
所
以
（
ノ
）
底
、（
九
六

丁
裏
〜
九
七
丁
表
）

と
。
右
の
文
章
は
、
程
子
説
の
「
是
仁
」
と
朱
子
説
の
「
為
仁
」
の
意
味

が
相
違
す
る
、
と
の
質
問
に
、
朱
子
が
答
え
た
一
文
で
あ
る
。
そ
の
な
か

で
朱
子
は
、「
那
箇
」
に
克
ち
去
れ
ば
、
便
ち
是
れ
「
這
箇
」、
と
い
う
文

章
構
成
に
も
と
づ
け
ば
、「
巳
私
」
に
克
ち
去
れ
ば
、
便
ち
是
れ
「
天
理
」

す
な
わ
ち
「
是
仁
」、
と
い
う
文
章
に
な
ろ
う
。「
巳
」
に
克
ち
礼
に
復
え

る
、
そ
れ
が
「
仁
」
に
近
づ
く
所
以
だ
が
、
そ
も
そ
も
「
仁
」
と
は
、「
地

頭
」
す
な
わ
ち
修
養
の
果
て
に
心
の
落
ち
着
く
場
所
で
、「
克
巳
復
礼
」
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と
は
、
そ
こ
に
到
る
た
め
の
「
工
夫
」
で
あ
る
。
と
す
る
と
、
程
子
も
文

章
構
成
上
「
是
仁
」
と
言
っ
た
ま
で
で
、
す
ぐ
に
「
仁
」
で
あ
る
、
と
言
っ

た
の
で
は
な
い
、
と
。

　

こ
の
問
題
に
つ
い
て
、
浅
見
絅
斎
も
『
論
語
師
説
』
一
四
で
、
次
の
よ

う
に
説
明
す
る
。
前
述
の
引
用
と
重
複
す
る
箇
所
が
あ
る
が
、
煩
瑣
を
厭

わ
ず
引
用
し
て
お
こ
う
。

俗
説
ニ
克
己
復
礼
ト
云
ハ
、
事
二
ツ
、
克
己
復
礼
ニ
ナ
ル
ト
、
モ
ハ

ヤ
仁
ト
云
ガ
程
子
ノ
説
ナ
リ
、
克
己
復
礼
シ
テ
、
又
為
仁
ト
云
ガ
朱

子
ノ
説
ト
云
、
末
書
ハ
其
通
リ
吟
味
ス
ル
者
ガ
ヱ
テ
ハ
、
程
子
ハ
克

サ
ヘ
ス
レ
バ
、
モ
ハ
ヤ
仁
ト
云
ハ
レ
テ
、
違
ガ
ア
ル
ト
云
ガ
、
知
ラ

ヌ
故
ゾ
、（
中
略
）
克
己
復
礼
ス
レ
バ
、
モ
ハ
ヤ
仁
ト
モ
云
ハ
レ
ヌ
、

克
己
復
礼
シ
ツ
ツ
、ソ
レ
ナ
リ
ニ
本
心
ニ
ナ
リ
得
テ
ク
ル
コ
ト
ヲ
云
、

ソ
レ
故
、
程
子
ノ
方
始
是
仁
ト
云
ハ
ル
ル
処
ガ
面
白
イ
、
カ
ウ
ヒ
タ

ト
シ
テ
熟
シ
テ
至
ラ
バ
、
気
象
ガ
違
テ
、
方
始
是
仁
、
ソ
コ
デ
コ
ソ

仁
ニ
ナ
ル
ト
云
テ
ア
ル
コ
ト
ゾ
、（
一
二
丁
裏
〜
一
三
丁
表
）

と
。
絅
斎
は
、
程
子
が
「
方
始
是
仁
」
と
言
っ
た
こ
と
に
注
目
し
た
。
つ

ま
り
、
程
子
も
、
種
々
の
工
夫
を
積
み
重
ね
て
い
け
ば
、「
方
始
是
仁
」

と
言
っ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
朱
子
が
言
う
と
こ
ろ
の
「
為
仁
」
と
違
い

は
な
い
の
で
あ
る
。

　

そ
れ
に
つ
い
て
、
強
斎
の
『
論
語
師
説
』
一
三
も
「
程
子
ノ
方
始
是
仁

ト
ア
ル
ハ
、
克
己
復
礼
ガ
直
グ
ニ
仁
デ
ナ
イ
、
ヒ
タ
ト
克
己
復
礼
ノ
熟
ス

ル
ナ
リ
ニ
、
ア
カ
ガ
ヌ
ケ
テ
、
自
得
気
象
ト
ト
モ
ニ
得
テ
来
ル
ヲ
云
レ
タ

モ
ノ
」（
一
四
丁
裏
〜
一
五
丁
表
）
で
、
朱
子
の
言
う
「
為
仁
」
と
同
意

と
い
う
の
で
あ
っ
た
。

　

次
に
闇
斎
は
、『
文
会
筆
録
』
四
之
三
に
、『
春
秋
左
氏
伝
』
昭
公
十
二

年
の
記
事
に
あ
る「
克
巳
復
礼
」に
つ
い
て
、『
朱
子
語
類
』八
三
を
引
く
。

○
語
類
八
十
三
、楊
至
之
問
、左
伝
元
は
体
の
長
、等
ノ

句
、是
左
氏
、

孔
子
ノ

語
ヲ

引
（
ク
）、
抑
古
此
語
有
（
ン
カ
）、
曰
（
ハ
ク
）

或
（
ハ
）

是
古
（
ヘ
）

已
ニ

此
語
有
（
リ
）、
孔
子
他
ヲ

引
ケ
ル
モ

也（
マ
）タ

未
（
タ
）

知
（
ル
）

べ
か
ら
ず
、
左
伝
ニ

又
云
、
巳
ニ

克
（
チ
）

礼
ニ

復
ハ

仁
な
り
、
克
巳
復
礼
ノ

四
字
モ

亦
是
古
（
ヘ
） 

已
ニ

此
語
有
（
リ
）、（
九
七
丁
表
）

と
。「
克
巳
復
礼
仁
也
」
は
、『
春
秋
左
氏
伝
』
の
頃
か
ら
あ
っ
て
、
そ
れ

を
孔
子
が
引
い
た
、
と
の
朱
子
の
説
を
指
摘
し
つ
つ
、
そ
の
最
後
に
闇
斎

は
コ
メ
ン
ト
を
割
り
注
に
し
て
挿
ん
だ
。
そ
れ
が
、

嘉
謂
、
為
ノ

字
ヲ

加
（
ふ
る
は
）

夫
子
ノ

意
歟
、

で
あ
る
。
つ
ま
り
、『
春
秋
左
氏
伝
』
に
は
、「
克
巳
復
礼
仁
也
」
と
あ
っ

た
の
を
、『
論
語
』
で
「
克
己
復
礼
為
仁
」
と
「
為
」
の
字
が
加
え
ら
れ

た
の
は
、
孔
子
の
意
図
で
あ
ろ
う
か
、
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
疑

問
を
付
し
た
の
は
、「
為
仁
」に
注
目
し
て
い
た
か
ら
で
あ
り
、そ
れ
に
そ
っ

た
解
釈
を
し
た
の
が
朱
子
で
あ
り
、
そ
れ
を
再
評
価
し
た
の
が
闇
斎
で
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あ
っ
た
。
ま
た
、
絅
斎
や
強
斎
ら
﨑
門
学
者
も
、
師
説
を
批
判
継
承
し
た

の
で
あ
る（

（1
（

。

　

こ
の
よ
う
に
嘉
点
が
『
論
語
集
註
』
の
意
図
に
適
う
も
の
、
と
の
闇
斎

の
主
張
は
、
朱
子
の
言
葉
を
博
捜
し
検
討
し
た
こ
と
か
ら
の
確
信
で
あ
っ

た
と
い
え
よ
う
。

五
、「
克
巳
」
に
関
す
る
闇
斎
説

　

こ
こ
で
は
「
克
巳
復
礼
」
の
「
克
巳
」
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

　

闇
斎
が
「
克
巳
」
の
「
巳
」
を
「
わ
た
く
し
」
と
読
ん
だ
こ
と
は
既
述

し
た
。
そ
の
「
私
」
つ
い
て
著
し
た
の
が
、
闇
斎
の
『
仁
説
問
答
』（
朱

子
の
「
仁
説
」（『
朱
子
文
集
』
巻
六
七
）
と
仁
説
図
（『
朱
子
語
類
』
巻

一
〇
五
）
そ
し
て
張
南
軒
・
呂
東
萊
と
の
問
答
六
篇
と
を
編
集
し
た
、
闇

斎
五
十
一
歳
の
書
）
で
あ
る
。
そ
れ
を
詳
細
に
講
義
し
た
絅
斎
の
『
仁
説

問
答
師
説
』
か
ら
見
て
み
よ
う
。

　

そ
の
な
か
で
、「
カ
ナ
シ
イ
コ
ト
ハ
、
身
ト
生
ル
丶
ト
、
巳
ヒ
ト
リ
ノ

持
マ
ヘ
ニ
ナ
リ
、
巳
ガ
身
ナ
リ
ニ
ミ
ヘ
テ
ク
ル
」（
二
六
一
頁
）
と
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
残
念
な
こ
と
だ
が
、
人
は
身
を
も
っ
て
誕
生
す
る
と
、
い
つ

の
ま
に
か
本
来
の
身
を
忘
れ
、
己
れ
ひ
と
り
の
所
有
物
で
あ
る
、
と
誤
解

す
る
よ
う
に
な
り
、
そ
の
結
果
、
身
に
「
私
欲
」
が
付
い
て
し
ま
う
。
そ

の
「
私
欲
」
の
付
い
た
身
を
持
つ
「
巳
」
を
、「
わ
た
く
し
」
と
呼
ん
で

区
別
し
た
の
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、「
私
」
の
対
義
語
は
「
公
」
で
あ
る
。
な
ら
ば
、「
私
」
を

取
り
除
け
ば
「
公
」
に
な
り
、
そ
れ
は
「
仁
」
な
の
か
、
と
い
う
と
、
そ

う
で
は
な
い
。絅
斎
は「
公
ハ
私
ヲ
克
ち

去
る

功
夫
ノ
力
ヲ
用
ル
字
ジ
ヤ
ヲ
、

何
モ
角
モ
一
ク
ル
ミ
ニ
天
下
万
物
同
体
ジ
ヤ
、
ソ
レ
ガ
仁
ジ
ヤ
ト
思
ハ
ル

丶
ハ
、
大
ナ
ト
リ
チ
ガ
ヘ
ゾ
」（
二
七
九
頁
）
と
注
意
す
る
。
し
か
も
、「
公

ハ
仁
デ
ハ
ナ
イ
、私
ノ
ナ
イ
コ
ト
ヲ
云
テ
、克
己
ノ
目
当
ゾ
」（
二
七
三
頁
）、

「
公
ハ
心
ニ
ヘ
ダ
ツ
ル
私
ヲ
克
去
ル
コ
ト
ジ
ヤ
」（
同
）と
い
う
。そ
し
て
、

「
身
ニ
私
ガ
ア
レ
バ
、
真
味
ノ
イ
ト
ヲ
シ
ヒ
親
切
ナ
情
ガ
ナ
イ
ユ
ヘ
、
其

私
ヲ
克か
ち

去
レ
バ
、
未
発
本
然
忍
ビ
ザ
ル
心
ガ
、
親
ヲ
愛
ス
ル
心
ト
ナ
リ
、

君
ヲ
イ
ト
ヲ
シ
ム
心
ト
ナ
ル
ユ
ヘ
、
公
ガ
仁
ニ
近
ヒ
ト
仰
ラ
ル
丶
」

（
二
七
九
頁
）
の
で
あ
る
。

　

す
な
わ
ち
、
身
に
私
欲
が
あ
れ
ば
、
自
分
の
こ
と
は
可
愛
い
が
、
他
人

の
こ
と
ま
で
そ
の
情
が
及
ば
な
い
。
そ
れ
を
「
真
味
ノ
イ
ト
ヲ
シ
ヒ
親
切

ナ
情
ガ
ナ
イ
」
と
い
う
。「
真
味
ノ
イ
ト
ヲ
シ
ヒ
親
切
ナ
情
」
こ
そ
が
「
公
」

な
の
で
あ
る
。
そ
れ
を
持
っ
た
な
ら
ば
、
身
に
つ
い
た
心
は
「
未
発
本
然

忍
ビ
ザ
ル
心
」
す
な
わ
ち
「
本
心
」
に
な
る
か
ら
、「
親
ヲ
愛
ス
ル
心
ト

ナ
リ
、
君
ヲ
イ
ト
ヲ
シ
ム
心
ト
ナ
ル
」。
つ
ま
り
、
他
人
の
こ
と
ま
で
自

分
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
情
、
す
な
わ
ち
「
公
」
が
で
き
る
か
ら
、「
公
」
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は
「
仁
ニ
近
ヒ
」
と
程
子
が
仰
せ
ら
れ
た
の
で
あ
っ
て
、「
公
」
が
そ
の

ま
ま
「
仁
」
を
表
す
も
の
で
は
な
い
。

　

こ
の
よ
う
に
「
公
」
と
は
、「
私
」
を
取
り
除
く
克
巳
の
目
標
に
す
ぎ
な

く
、
た
と
え
「
公
」
に
な
っ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
が
そ
の
ま
ま
「
仁
」
で

は
な
く
、あ
く
ま
で「
仁
」に
近
づ
い
た
こ
と
を
表
す
も
の
な
の
で
あ
っ
た
。

　

と
こ
ろ
で
、
絅
斎
は
、「
平
生
養
タ
身
カ
ラ
デ
ナ
ケ
レ
バ
、
克
己
ノ
力

ガ
出
」（
二
六
三
頁
）せ
な
い
と
い
う
。つ
ま
り
、平
生
か
ら
高
い
志
を
も
っ

て
修
養
し
な
い
と
、
急
に
克
己
の
力
を
出
そ
う
と
し
て
も
、
出
せ
な
い
と

い
う
の
だ
。
な
ら
ば
、「
存
養
」
の
上
で
「
大
力
量
ヲ
出
」
せ
ば
、
克
己

の
力
が
発
揮
で
き
、
身
か
ら
私
欲
を
去
っ
た
仁
者
に
戻
れ
る
の
か
、
と
い

え
ば
、
そ
れ
で
も
ま
だ
不
十
分
で
あ
る
と
い
う
。

　

で
は
、
ど
の
よ
う
に
す
れ
ば
よ
い
の
か
。
そ
の
具
体
的
な
方
法
が
、「
朱

子
の
思
想
の
眼
目
」（
近
藤
啓
吾
「
解
題
」『
垂
加
神
道　

上
』）
を
あ
ら

わ
し
た
『
玉
講
附
録
』（
保
科
正
之
・
山
﨑
闇
斎
編
、
闇
斎
四
十
八
歳
）

に
あ
る
。そ
れ
を
講
じ
た
絅
斎
の『
玉
山
講
義
師
説
』を
次
に
見
て
み
よ
う
。

　

絅
斎
は
、
そ
の
な
か
で
、
克
己
の
力
を
発
揮
さ
せ
る
た
め
に
は
「
聖
人

の
道
」（
＝
「
本
法
」）
を
学
ば
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
す
る
。
す
な
わ
ち
、

「（
本
法
を
）
学
（
ま
な
ん
）デ

ナ
ケ
レ
バ
、
本
然
ノ
道
ア
リ
テ
モ
、
人
欲
ニ
克
チ

気
質
ヲ
変
ジ
テ
、
本
法
ノ
身
ニ
仕
立
テ
丶
復
ス
ル
コ
ト
ナ
ラ
ズ
」（
六
一
七

頁
下
段
）
と
い
う
。
し
か
も
、「
本
法
ノ
身
ニ
ナ
リ
タ
イ
ト
歎
イ
テ
、
己

ガ
身
ノ
為
メ
ニ
ス
ル
」（
六
一
九
頁
上
段
）
と
の
切
実
さ
が
な
け
れ
ば
な

ら
ず
、
そ
れ
が
「
本
法
ノ
学
ブ
ト
云
フ
ノ
本
意
」（
同
右
）
だ
、
と
す
る
。

す
な
わ
ち
、
切
実
な
る
思
い
で
本
法
を
体
認
し
て
こ
そ
、
克
己
の
わ
ざ
も

発
揮
で
き
る
の
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
は
絅
斎
の
『
論
語
師
説
』
一
四
で
も
、

「
私
欲
ニ
克
去
テ
、
本
法
ノ
処
ニ
ツ
メ
テ
ユ
ク
ト
、
独
リ
本
心
ナ
リ
ヲ
得

テ
ク
ル
、
故
為
仁
ト
云
ゾ
」（
九
丁
表
）
と
は
、
既
述
し
た
。

　

そ
れ
は
、
山
﨑
闇
斎
も
「
仁
説
問
答
序
」
で
、

玉
山
講
義
ニ

云
、（
中
略
）
先
ツ

其
ノ

名
義
ヲ

理
会
シ

、
其
ノ

意
味
ヲ

体
認
シ
テ

、

然
シ
テ

後
ニ

敬
・
恕
之
功
ヲ

致
シ

、
克
・
復
之
力
ヲ

用
ヒ
ハ

、
則
（
チ
）

其
レ

之
ヲ 

得
ル
ニ

庶
カ
ラ
ン

矣
、此
レ

乃
（
チ
）
朱
先
生
人
ニ

仁
ヲ

求
コ
ト
ヲ

教
ル

之
意
な
り
、（
原

漢
文
、
一
丁
表
裏
）

と
説
く
。
す
な
わ
ち
、
ま
ず
「
仁
」
の
名
義
を
正
し
く
「
理
会
」
し
、
そ

の
意
味
を
「
体
認
」
す
る
。
次
に
平
生
か
ら
身
を
養
う
「
敬
」
と
、
そ
の

心
を
人
に
及
ぼ
す「
恕
」が
持
て
る
よ
う
功
夫
に
努
め
る
。そ
の
上
で
、「
克

巳
復
礼
」
の
力
を
用
い
れ
ば
、
き
っ
と
「
仁
」
が
得
ら
れ
よ
う
。
そ
れ
が

朱
子
の
人
に
仁
を
求
め
る
こ
と
を
教
え
る
趣
旨
、
と
い
う
の
で
あ
っ
た（

（1
（

。

　

絅
斎
は
『
仁
説
問
答
師
説
』
で
、
闇
斎
の
こ
の
序
文
を
よ
り
丁
寧
に
講

じ
て
い
る
。

先
ヅ
仁
ハ
イ
ト
ヲ
シ
ム
ト
云
字
ジ
ヤ
ト
名
義
ヲ
合
点
シ
テ
、
イ
ト
ヲ

シ
ム
ト
云
ハ
カ
ウ
ジ
ヤ
ト
、
身
ニ
切
ナ
意
味
ヲ
体
認
シ
テ
、
ソ
コ
デ
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功
夫
ハ
用
ラ
ル
丶
ゾ
。
理
会
ハ
、
ト
ク
ト
ノ
ミ
コ
ム
カ
ラ
云
。
体
認

ハ
、
身
ニ
ウ
ケ
ツ
カ
マ
ヘ
テ
身
ト
ト
モ
ニ
味
う

カ
ラ
云
。
ム
カ
フ
ノ

理
デ
ス
マ
シ
ヅ
ク
ナ
シ
ニ
我
身
ニ
ウ
ケ
テ
、
身
ナ
リ
カ
ラ
シ
テ
ト
メ

テ
ミ
ル
コ
ト
ゾ
。
コ
レ
デ
仁
ノ
仁
タ
ル
真
実
ノ
持
マ
ヘ
ガ
ス
ミ
テ
、

ソ
コ
デ
ソ
レ
ニ
至
ル
ノ
道
ハ
、
コ
ノ
心
ヲ
失
ハ
ヌ
ヤ
ウ
ニ
、
ソ
コ
ナ

ハ
ヌ
ヤ
ウ
ニ
、
平
生
身
ニ
養
ノ
敬
、
コ
ノ
心
ヲ
推
シ
テ
人
ニ
及
ス
ノ

恕
、
コ
ノ
心
ヲ
害
フ
己
わ
た
く
し
に

ニ
克
チ
本
法
ノ
礼
ニ
復
ル
、（
中
略
）
理

会
体
認
ハ
、
コ
レ
ヲ
知
ル
コ
ト
、
敬
恕
克
復
之
功
ハ
、
コ
レ
ヲ
行
テ

身
ニ
得
ル
コ
ト
、
コ
レ
ガ
朱
先
生
「
仁
説
」
ヲ
作
ス
ノ
旨
ナ
リ
。

（
二
九
二
〜
三
頁
）

と
。

　

こ
の
よ
う
に
闇
斎
や
絅
斎
ら
﨑
門
学
者
は
、
朱
子
や
程
子
ら
の
学
説
を

ひ
た
す
ら
丁
寧
か
つ
正
確
に
読
み
解
く
こ
と
に
専
念
し
て
い
た
こ
と
が
確

認
で
き
よ
う
。

六
、「
復
礼
」
に
関
す
る
闇
斎
説

　

次
に
「
克
己
復
礼
」
の
「
復
礼
」
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

　

前
述
し
た
よ
う
に
、「
復
」
を
「
反
え
る
」
と
解
釈
す
る
の
は
、
朱
子

学
の
特
徴
で
あ
る
。
ま
た
、「
克
己
復
礼
仁
也
」
と
の
言
葉
が
『
春
秋
左

氏
伝
』
に
あ
る
こ
と
は
、
闇
斎
も
知
っ
て
い
た
。
た
だ
し
、
闇
斎
が
注
目

し
た
の
は
、『
論
語
』
に
「
克
己
復
礼
為
仁
」
と
「
為
」
の
字
が
加
わ
っ

た
こ
と
で
、
そ
れ
は
孔
子
の
意
図
で
あ
ろ
う
か
、
と
指
摘
し
て
い
た
の
で

あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
「
為
」
字
が
加
わ
っ
た
こ
と
で
、
克
己
復
礼
が
、

仁
に
復
帰
す
る
た
め
の
工
夫
と
な
り
、そ
れ
を
繰
り
返
し
続
け
る
こ
と
で
、

自
ず
と
仁
に
近
づ
く
、
と
解
し
た
の
が
朱
子
で
あ
り
、
闇
斎
が
そ
れ
を
再

評
価
し
た
と
こ
ろ
に
﨑
門
学
の
特
徴
が
あ
っ
た
。

　

そ
の
仁
と
は
、
人
を
指
す
。
闇
斎
は
『
文
会
筆
録
』
四
之
二
で
、「
身

モ
亦
巳
也
、中
庸
仁
者
人
也
、章
句
ニ
、人
ハ
身
ヲ
指
シ
テ
言
フ
、程
・
朱
、

仁
・
恕
ノ
字
義
ヲ
解
ス
ル
モ
、
亦
皆
巳
ノ
字
ヲ
以
テ
之
ヲ
説
ケ
リ
」（
原

漢
文
、
五
三
丁
裏
〜
五
四
丁
表
）
と
説
い
た
。
す
な
わ
ち
、『
中
庸
』
に

仁
は
人
な
り
、
と
あ
り
、
そ
れ
を
注
釈
し
た
朱
子
の
『
中
庸
章
句
』
は
、

人
は
身
を
指
し
て
説
い
て
い
る
。
そ
の
身
（
己
の
身
）
に
は
、
私
欲
が
付

着
す
る
か
ら
巳
（
わ
た
く
し
）
と
い
う
の
で
あ
り
、
程
子
や
朱
子
が
個
人

に
向
け
た
修
養
の
目
的
で
あ
る
「
仁
」
や
、
他
人
に
向
け
た
慈
愛
の
行
動

で
あ
る
「
恕
」
の
字
義
を
解
釈
す
る
の
も
、
み
な
巳
（
私
欲
が
付
着
し
た

己
の
身
）
を
対
象
に
説
い
た
の
で
あ
っ
た
、
と
い
う
の
で
あ
る
。

　

そ
こ
で
闇
斎
は
、「
敬
」
を
強
調
す
る
。
た
と
え
ば
、「
敬
斎
箴
ノ

序
」（
朱

子
「
敬
斎
箴
」
を
は
じ
め
朱
子
学
者
の
敬
説
を
編
集
し
た
、
闇
斎
三
十
歳

代
の
書
）で
、「
人
の
一
身
、五
倫
備
テ

身
ニ

主
タ
ル

者
ハ

心
な
り
、是
故
ニ

心
敬
メ
ハ

、
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則
（
チ
）

一
身
修
テ

五
倫
明
カ
ナ
リ

」（
原
漢
文
、
六
丁
表
裏
）
と
い
い
、「
蒙
養

啓
発
集
ノ

序
」（
朱
子
の
『
小
学
』『
大
学
』
の
問
答
を
編
集
し
た
、
闇
斎

五
十
一
歳
の
書
）で
も
、「
君
子
巳
ヲ

脩
ル
ニ

敬
ヲ

以
（
テ
ス
）、親ー

義ー

別ー

序ー

信ー
ニ

止
レ
ハ

、

則
（
チ
）

天
下
の
能
事
畢
ル

」（
一
丁
表
）
と
説
い
た
。

　

ま
た
、敬
義
内
外
説
で
も
、内
と
は
心
と
身
を
も
つ
人
を
指
す
と
す
る
。

た
と
え
ば
『
文
会
筆
録
』
七
之
三
で
は
、「
敬
ハ
則
チ
本
体
ノ
守
、
乃
チ

巳
ヲ
成
ス
ノ
仁
也
、（
中
略
）程
・
朱
、専
ラ
心
ヲ
指
シ
テ
内
ト
為
ス
ノ
説
、

之
レ
有
ル
ハ
、
喫き
っ
き
ん
せ
つ
よ
う

緊
切
要
ノ
為
、
但
シ
易
之
本
指
ニ
ア
ラ
ザ
ル
也
」（
原

漢
文
、
六
二
丁
表
）
と
。
す
な
わ
ち
、
敬
と
は
、
生
ま
れ
付
き
の
身
で
あ

る
仁
を
守
る
も
の
だ
が
、時
に
程
子
や
朱
子
は
心
だ
け
を
指
し
て
内
と
し
、

内
か
ら
身
を
除
く
こ
と
が
あ
っ
た
。
だ
が
、
そ
れ
は
「
喫
緊
切
要
ノ
為
」

で
あ
っ
て
、「
易
之
本
指
」
す
な
わ
ち
『
易
』
本
来
の
趣
旨
で
は
な
く
、

決
し
て
身
を
外
と
す
る
も
の
で
は
な
い
。
つ
ま
り
、
人
を
心
身
一
体
と
し

て
見
、
そ
れ
を
仁
に
す
る
た
め
に
敬
し
む
、
と
見
た
。
よ
っ
て
、
敬
と
は
、

「
克
巳
復
礼
」
と
同
義
で
あ
り
、「
朱
書
抄
略
跋
」（『
垂
加
文
集
』
五
所
収
、

朱
子
の
「
敬
義
内
外
説
」
を
編
集
し
た
闇
斎
六
十
三
歳
の
書
。
こ
の
年
、

絅
斎
・
直
方
破
門
）で
も
、「
巳
ヲ
成
ス
ハ
仁
也
」「
巳
ヲ
成
ス
ハ
内
也
」（
一
〇

丁
表
）
と
説
く
の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
人
は
身
を
も
っ
て
生
ま
れ
る
が
、
身
に
は
私
欲
が
付
着

す
る
。
よ
っ
て
、
そ
れ
を
削
ぎ
取
り
、
生
ま
れ
た
ま
ま
の
身
に
な
る
よ
う

努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
た
め
に
は
、
身
を
主
宰
す
る
心
を
敬
し

む
こ
と
が
必
要
で
あ
っ
た
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
敬
と
は
、「
克
巳
復
礼
」
を

意
味
す
る
か
ら
で
、
た
と
え
そ
れ
が
成
就
し
た
と
し
て
も
、
す
ぐ
に
仁
に

復
帰
す
る
の
で
は
な
く
、
徐
々
に
仁
に
近
づ
く
、
と
し
た
か
ら
で
あ
る
。

　

絅
斎
は
、「
復
礼
」
を
「
今
サ
ウ
ナ
イ
ヲ
、
本
ノ
様
ニ
ス
ル
コ
ト
」（『
論

語
師
説
』
一
四
、四
丁
裏
）
だ
と
説
明
す
る
。
も
ち
ろ
ん
「
本
ノ
様
」
と
は
、

「
礼
」
の
こ
と
で
あ
る
。『
論
語
集
註
』
の
朱
註
に
、「
礼
者
天
理
之
節
文

也
」
と
あ
っ
た
。
ま
た
、
そ
の
「
天
理
」
と
は
、「
人
ノ
身
ノ
自
然
」（
同
、

四
丁
裏
）
を
指
し
、
か
つ
「
本
心
之
全
徳
」
を
指
し
た
。
と
こ
ろ
が
、「
天

理
」
は
自
然
だ
け
に
、
か
な
ら
ず
し
も
善
の
方
向
へ
向
く
と
は
限
ら
ず
、

反
対
に
悪
の
方
向
へ
と
向
か
っ
て
、
人
欲
に
変
化
す
る
危
険
性
も
秘
め
て

い
る
。
よ
っ
て
、「
天
理
」
だ
け
で
「
礼
」
を
認
識
す
る
に
は
不
十
分
で

あ
る
か
ら
、「
天
理
」
に
「
節
文
」
を
加
え
て
、
人
欲
と
礼
と
を
明
確
に

区
別
す
る
よ
う
に
し
た
の
で
あ
る
。

　

つ
ま
り
、「
節
文
」
と
は
、
過
不
及
無
き
「
則
」、
す
な
わ
ち
善
へ
向
か

う
た
め
の
決
ま
り
ご
と
で
あ
る
。
よ
っ
て
「
天
理
之
節
文
」
が
、「
礼
」

と
な
る
（
同
、
五
丁
表
）。
と
す
る
と
、「
克
巳
復
礼
」
と
は
、
私
欲
あ
る

身
か
ら
、
さ
ま
ざ
ま
な
工
夫
を
要
し
て
私
欲
を
克
ち
去
り
、
か
つ
「
則
」

と
い
う
「
本
法
」
を
目
標
に
、
私
欲
の
な
い
自
然
の
身
、
す
な
わ
ち
「
本

心
之
全
徳
」
に
戻
る
手
段
を
意
味
し
た
、
と
い
え
よ
う
。
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と
こ
ろ
で
、
絅
斎
は
『
玉
山
講
義
師
説
』
で
、「
丁
度
神
道
ノ
正
直
ト

云
フ
ハ
、
ヨ
イ
コ
ト
ナ
レ
ド
モ
、
是
非
・
邪
正
ノ
吟
味
ナ
ケ
レ
バ
、
一
途

ニ
親
ヲ
捨
テ
丶
出
家
シ
タ
イ
ト
云
フ
モ
、
正
直
ユ
ヱ
、
義
ヲ
離
レ
テ
無
面

目
ナ
正
直
ハ
、役
ニ
立
タ
ヌ
ゾ
」（
六
三
四
頁
下
段
）と
い
う
。神
道
で
は
、

中
世
以
来
、
正
直
・
清
浄
・
慈
悲
を
用
い
て
「
三
社
託
宣
」
を
説
い
た
。

こ
の
三
つ
の
言
葉
は
、
い
ず
れ
も
仏
教
語
で
あ
り
、
な
か
で
も
仏
教
で
は

慈
悲
を
も
っ
と
も
重
ん
じ
た
が
、
神
道
で
は
正
直
を
と
く
に
重
ん
じ
、「
三

社
託
宣
」
で
は
も
っ
と
も
尊
貴
な
「
天
照
皇
大
神
宮
」
の
託
宣
に
用
い
ら

れ
た
。
こ
の
よ
う
に
神
道
で
は
、
正
直
を
重
ん
じ
、
絅
斎
も
そ
れ
は
結
構

な
こ
と
と
評
価
す
る
。
だ
が
、
残
念
な
こ
と
は
、「
正
直
」
を
唱
え
る
だ

け
で
、「
是
非
・
邪
正
ノ
吟
味
」が
な
い
の
が
問
題
で
あ
る
、と
批
判
し
た
。

な
ぜ
な
ら
ば
、
義
の
吟
味
の
な
い
「
正
直
」
は
、「
役
ニ
立
タ
ヌ
」
か
ら

で
あ
る
。

　

以
上
を
「
克
巳
復
礼
」
に
入
れ
替
え
て
吟
味
す
る
と
、
次
の
よ
う
に
な

ろ
う
。
つ
ま
り
、「
復
礼
」
の
「
礼
」
の
義
、
す
な
わ
ち
「
則
」
で
あ
る
「
本

法
」を
吟
味
し
な
け
れ
ば
、ど
れ
だ
け
工
夫
し
て
も
仁
に
戻
れ
ず
、「
克
巳
」

も「
役
ニ
立
タ
ヌ
」こ
と
を
意
味
し
よ
う
。絅
斎
が『
玉
山
講
義
師
説
』で
、

「
克
己
復
礼
ト
云
フ
モ
義
ノ
吟
味
ニ
シ
テ
、
其
帰
ス
ル
処
ハ
、
本
心
全
フ

成
リ
得
ル
ヨ
リ
外
ナ
イ
」（
六
三
四
頁
上
段
）
と
説
く
の
も
然
り
で
、『
論

語
師
説
』
一
四
で
「
私
欲
ニ
克
去
テ
本
法
ノ
処
ニ
ツ
メ
テ
ユ
ク
ト
、
独
リ

本
心
ナ
リ
ヲ
得
テ
ク
ル
故
、
為
仁
ト
云
ゾ
」（
九
丁
表
）
と
説
い
た
の
で

あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
絅
斎
と
強
斎
は
、
各
々
の
『
論
語
師
説
』
を
見
る
限
り
、

私
欲
の
原
因
を
「
邪
気
」
と
見
て
い
た
よ
う
だ
。
よ
っ
て
、
邪
気
を
追
い

払
う
こ
と
が
「
克
己
」
を
意
味
し
、
そ
れ
を
繰
り
返
し
続
け
て
い
る
う
ち

に
「
本
法
」
に
戻
る
（「
復
礼
」）
と
考
え
た
。
し
か
し
、
身
の
気
か
ら
「
邪

気
」
を
追
い
払
う
工
夫
を
繰
り
返
し
て
も
、
身
の
気
が
「
元
気
」
に
戻
ら

な
け
れ
ば
、
そ
の
工
夫
は
不
十
分
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
強
斎
は
「
本

法
ノ
元
気
」
を
取
り
戻
し
て
こ
そ
、
は
じ
め
て
「
復
礼
」
で
あ
る
（『
論

語
師
説
』
一
三
、九
丁
裏
）、
と
説
く
。
な
お
、
そ
の
「
邪
気
」
に
つ
い
て

は
、
闇
斎
も
「
会
津
神
社
志
序
」
で
説
い
て
い
た
。

七
、「
会
津
神
社
志
序
」
か
ら
見
る
闇
斎
の
神
道
説

　

垂
加
神
道
は
神
儒
兼
学
の
成
果
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
闇
斎
が
「
克
巳
復

礼
為
仁
」
を
神
道
的
に
説
く
の
も
、
当
然
の
成
り
行
き
で
あ
っ
た
。
そ
れ

を
表
し
た
の
が
、
闇
斎
が
垂
加
霊
社
号
を
受
け
た
寛
文
十
一
年

（
一
六
七
一
）
五
十
四
歳
の
翌
年
に
著
し
た
「
会
津
神
社
志
序
」
で
あ
る
。

　
『
会
津
神
社
志
』
と
は
、
保
科
正
之
が
子
の
正
経
に
命
じ
て
、
会
津
藩

と
天
領
の
南み
な
み
や
ま
お
く
ら
い
り
り
ょ
う

山
御
蔵
入
領
を
含
む
会
津
郡
、
耶や

ま麻
郡
、
大
沼
郡
、
河か
わ
ぬ
ま沼
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郡
の
中
か
ら
、
淫
祠
や
神
仏
習
合
色
の
色
濃
い
神
社
、
い
わ
ゆ
る
邪
神
を

祭
る
神
社
を
排
除
し
、
そ
れ
以
外
の
由
緒
正
し
き
神
社
、
す
な
わ
ち
正
神

を
祀
る
神
社
二
八
六
社
を
選
別
編
纂
し
た
神
名
帳
で
あ
る
。
闇
斎
は
そ
の

序
文
で
、神
に
正
神
と
邪
神
と
が
い
る
理
由
を
説
い
た
。左
の
通
り
で
あ
る
。

　

会
津
神
社
志
ノ

序

（
前
略
）
惟
神
ハ

、
天
地
の
心
、
惟
人
ハ

、
天
下
ノ

神
物
ニ

て
、
其
心
ハ

、

則
（
チ
）
神
明
ノ

舎
な
り
、
抑
天
下
万
神
、
天
御
中
主
ノ

尊
の
化
セ
ル

所
ニ
シ
テ

、

正
神
有
リ

、
邪
神
有
ル
ハ

何
ソ
ヤ

、
蓋
天ー

地ー
ノ

間
、
唯
理
ト

気
ト
ニ
シ
テ

、
神
ハ

理

の
気
（
ニ
）

乗
テ

出
入
ス
ル

者
ナ
リ

、
是
故
ニ

其
気
正
ケ
レ
ハ

、
則
（
チ
）

其
神
正
シ

、

其
気
邪
ナ
レ
ハ

、
則
（
チ
）
其
神
邪
ナ
リ

、
人
能
（
ク
）
静
シ
ヅ
メ

謐
シ
ヅ
マ
リ

混マ
ロ
カ
レ沌

の
始
ヲ

守
リ

、

邪
穢
ヲ

祓
ヒ

、
精
明
ヲ

致
シ

、
正
直
ニ
シ
テ

、
祈
禱
ス
レ
ハ

、
則
（
チ
）
正
神
福
ヲ

申
ネ

、

邪
神
禍
ヲ

息
ム

、
豈
敬
マ
ザ
ル
ベ
ケ
ン
ヤ

、（
後
略
）

�

（
原
漢
文
、
五
丁
裏
〜
六
丁
表
）

　

す
な
わ
ち
、
人
は
神
霊
（
神
明
）
を
身
に
宿
す
か
ら
、
身
は
「
神
明
ノ

舎
（
い
え
）」
と
い
う
。
そ
も
そ
も
天
下
の
万
神
（
万
人
・
万
物
も
含
む
）

は
、
原
初
の
神
で
あ
る
天
御
中
主
尊
の
神
霊
（
分
霊
）
よ
り
化
生
し
た
。

し
た
が
っ
て
、
全
て
の
神
は
天
御
中
主
尊
の
神
霊
を
宿
し
て
い
る
。
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
世
の
中
に
は
正
神
ば
か
り
で
な
く
邪
神
も
い
る
の
は
、
一

体
な
ぜ
だ
ろ
う
か
、
と
自
問
し
た
。
そ
し
て
闇
斎
は
自
答
す
る
。
思
う
に

「
天
地
之
間
」
に
は
、
た
だ
理
と
気
の
み
が
あ
っ
て
、
天
御
中
主
尊
の
神

霊
は
、「
理
の
気
」
に
乗
り
、
こ
の
世
に
出
入
す
る
。
よ
っ
て
、
そ
の
気

が
正
し
け
れ
ば
正
神
に
な
り
、
そ
の
気
が
邪
な
れ
ば
邪
神
に
な
る
、
と
。

　

そ
の
対
処
を
、
朱
子
学
で
い
う
と
こ
ろ
の
「
克
巳
復
礼
」
の
方
法
で
説

け
ば
、
人
は
先
天
的
に
正
神
（
仁
、
本
心
）
を
受
け
て
い
る
が
、
後
天
的

に
身
に
「
邪
気
」
が
乗
り
移
っ
て
私
欲
が
へ
ば
り
付
く
。
そ
う
な
れ
ば
、

小
人
・
禽
獣
に
な
る
危
険
性
が
あ
る
。
そ
こ
で
、
私
欲
を
克
ち
去
っ
て
本

法
（
聖
人
の
道
、
神
道
で
い
え
ば
、「
大
日
孁
貴
之
道
」〈『
風
葉
集
首
巻
』〉）

に
戻
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
な
ろ
う
。

　

そ
れ
を
神
道
的
に
説
明
し
た
の
が
、序
文
の
後
半
に
あ
た
る
。つ
ま
り
、

人
は
十
分
に
心
を
静
め
穏
や
か
に
し
て
「
混
沌
之
始
」、
物
事
が
萌
す
前

の
姿
、
す
な
わ
ち
身
に
宿
す
原
初
の
天
御
中
主
尊
の
神
霊
（「
心
神
」「
幸

魂
奇
魂
」）
を
、
そ
の
ま
ま
大
切
に
守
る
。
そ
れ
は
伊
勢
神
道
で
い
う
と

こ
ろ
「
左
左
右
右
、
元
元
本
本
」
を
遵
守
す
る
教
え
に
当
た
り
、
ま
た
出

雲
大
社
に
見
ら
れ
る
大
国
主
神
が
赤
玉
（「
心
神
」「
幸
魂
奇
魂
」
を
指
す
）

を
両
手
で
抱
え
た
像
と
な
ろ
う（

（1
（

。
そ
う
し
た
行
い
を
垂
加
神
道
家
の
跡
部

良
顕
は「
恩
賴
ヲ
蒙
テ
、被
瓊
ノ
徳
ヲ
希
フ
」（「
垂
加
翁
神
説
序
」）こ
と
、

と
説
い
た
。
ち
な
み
に
、
朱
子
学
で
い
え
ば
「
本
法
」
を
守
る
こ
と
に
当

た
ろ
う
。
次
に
邪
穢
を
祓
っ
て
身
を
清
ら
か
に
し
、
心
を
真
っ
直
ぐ
に
す

る
。
こ
れ
は
神
道
で
い
う
と
こ
ろ
の
「
祓
」
だ
が
、
朱
子
学
で
い
え
ば
ま

さ
し
く
「
克
巳
復
礼
」
に
通
じ
よ
う
。
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最
後
に
、
よ
り
神
道
的
な
境
地
が
説
か
れ
る
。
祈
禱
す
な
わ
ち
一
心
不

乱
に
神
を
祈
れ
ば
、
正
神
は
幸
い
を
も
た
ら
し
、
邪
神
は
禍
を
や
め
る
で

あ
ろ
う
、
と
。
こ
れ
は
『
倭
姫
命
世
記
』
な
ど
に
見
ら
れ
る
天
照
大
神
の

神
勅
「
神
垂
祈
祷
・
冥
加
正
直
」
に
通
じ
よ
う
。
一
心
不
乱
に
神
を
祈
る

（
祈
禱
）
と
、
神
は
そ
れ
に
応
え
て
天
か
ら
降
り
て
こ
ら
れ
る
（
神
垂
）。

た
だ
し
、
神
の
御
加
護
を
賜
る
（
冥
加
）
に
は
、
心
を
真
っ
直
ぐ
に
し
た

清
ら
か
な
身
の
状
態
（
正
直
）
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
神
勅
は
、

も
と
も
と
天
照
大
神
が
神
宮
の
神
職
に
賜
っ
た
お
言
葉
で
あ
る
が
、
闇
斎

も
こ
の
教
え
を
生
涯
大
切
に
し
、
こ
の
八
字
か
ら
「
垂
加
」
の
霊
社
号
を

採
っ
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
序
文
の
最
後
に
、
だ
か

ら
こ
そ
「
敬
し
ま
ざ
る
べ
け
ん
や
」
と
主
張
し
た
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

　
『
会
津
神
社
志
』の
闇
斎
の
序
文
に
よ
れ
ば
、わ
た
く
し
ど
も
の
身
は「
神

明
ノ

舎
」
で
あ
る
。
そ
れ
は
先
天
的
に
正
神
を
心
に
宿
し
て
い
る
か
ら
だ
。

だ
が
、「
邪
気
」
に
よ
っ
て
身
に
私
欲
が
へ
ば
り
付
き
、
正
神
の
状
態
か

ら
離
れ
て
い
く
。
し
た
が
っ
て
、
人
は
十
分
に
心
を
静
め
穏
や
か
に
し
て

「
混
沌
之
始
」（
朱
子
学
で
い
え
ば
「
本
法
」
に
あ
た
る
）
を
守
り
、
邪

穢
（
朱
子
学
で
い
え
ば
私
欲
に
あ
た
る
）
を
祓
っ
て
清
ら
か
に
し
、
真
っ

直
ぐ
な
心
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
は
、
朱
子
学
で
い
う
と
こ
ろ

の
「
克
巳
復
礼
」
に
通
じ
よ
う
。
さ
ら
に
神
道
で
は
、
一
心
不
乱
に
神
を

祈
れ
ば
、正
神
は
幸
い
を
も
た
ら
し
、邪
神
は
禍
い
を
や
め
る
で
あ
ろ
う
。

な
ぜ
な
ら
ば
、
身
に
は
正
神
が
宿
り
、
そ
の
状
態
を
維
持
す
れ
ば
、
邪
神

は
身
に
近
づ
か
な
い
か
ら
で
あ
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、
そ
の
状
態
を
保
つ
た

め
に
も
敬
し
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
う
す
れ
ば
朱
子
学
で
い
う
と
こ

ろ
の
「
為
仁
」
に
な
る
。
つ
ま
り
、
聖
人
に
近
づ
い
て
い
く
、
と
い
う
の

で
あ
る
。

　

こ
う
し
て
闇
斎
は
、
儒
学
の
「
克
巳
復
礼
」
が
、
仁
者
（
聖
人
）
の
境

地
を
め
ざ
す
工
夫
で
あ
る
な
ら
ば
、神
道
の「
神
垂
祈
祷
・
冥
加
正
直
」は
、

素
戔
嗚
尊
や
大
己
貴
神
が
辛
苦
の
末
に
達
し
た
境
地
、
す
な
わ
ち
天
御
中

主
尊
を
体
現
す
る
天
照
大
神
の
御
徳
義
と
合
体
し
た
境
地
を
め
ざ
す
工

夫
、
と
考
え
た
の
で
あ
ろ
う
（『
神
代
記
垂
加
翁
講
義
』）。

　

そ
し
て
、『
日
本
書
紀
』を
編
纂
し
た
舎
人
親
王
が
、そ
れ
を
体
現
し
た
、

と
闇
斎
は
考
え
た
。
よ
っ
て
、
闇
斎
は
舎
人
を
「
と
ね
り
」
と
読
ま
ず
、

「
ひ
え
ひ
と
」と
読
む（『
風
葉
集
首
巻
』三
二
六
頁
）。そ
れ
は「
神
明
ノ

舎
」

を
具
現
し
た
人
（
垂
加
神
道
で
い
え
ば
生
祠
の
「
霊
社
」
に
あ
た
る
）
で

あ
り
、
儒
教
で
い
う
と
こ
ろ
の
「
仁
者
」
を
意
味
す
る
か
ら
で
あ
っ
た
。

し
た
が
っ
て
、
闇
斎
は
生
前
の
保
科
正
之
を
讃
え
て
、「
実
ニ

弓
き
ゅ
う
ひ
ょ
う兵
政ま
ん
ど
こ
ろ所

崇す
ど
う道

尽じ
ん
き
ょ
う敬

天
皇
（
＝
舎
人
親
王
）
以
後
ノ

一
人
ノ
ミ

」（「
土
津
霊
神
ノ

碑
」



『論語』と﨑門─ 51 ─

三
丁
裏
）
と
追
悼
し
た
の
で
あ
り
、
ま
た
孫
弟
子
の
跡
部
良
顕
は
、
闇
斎

を
「
舎
人
親
王
以
来
一
人
」（「
垂
加
翁
神
説
序
」）
と
讃
え
た
の
で
あ
る
。

参
考
文
献

山
﨑
闇
斎

嘉
点
『
論
語
集
註
』（
薩
摩
府
学
蔵
版
、
嘉
永
七
年
、
國
學
院
大
學
図

書
館
所
蔵
）

『
文
会
筆
録
』（
早
稲
田
大
学
図
書
館
所
蔵
、古
典
籍
総
合
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
）

「
会
津
神
社
志
序
」（『
垂
加
文
集
』上
之
一
、早
稲
田
大
学
図
書
館
所
蔵
、

同
右
）

「
土
津
霊
神
碑
」（『
垂
加
文
集
』
中
之
一
、
同
右
）

「
仁
説
問
答
序
」「
敬
斎
箴
序
」（『
垂
加
文
集
』
中
之
二
、
同
右
）

「
朱
書
抄
略
序
・
跋
」（『
垂
加
文
集
』
中
之
三
、
同
右
）

『
大
和
小
学
』（『
山
﨑
闇
斎　

上
巻
』
日
本
教
育
思
想
大
系
、
日
本
図

書
セ
ン
タ
ー
、
昭
和
五
四
年
）

『
風
葉
集
首
巻
』『
神
代
記
垂
加
翁
講
義
』（
近
藤
啓
吾
校
注
『
垂
加
神

道　

上
』
神
道
大
系
編
纂
会
、
昭
和
五
九
年
）

浅
見
絅
斎

『
論
語
師
説
』（
国
士
舘
大
学
図
書
館
楠
本
文
庫
所
蔵
）

『
仁
説
問
答
師
説
』（
西
順
蔵
・
阿
部
隆
一
・
丸
山
真
男
校
注
『
山
﨑
闇

斎
学
派
』
日
本
思
想
大
系
31
、
岩
波
書
店
、
昭
和
五
五
年
）

『
玉
山
講
義
師
説
』（
清
水
則
夫
・
三
浦
國
雄
監
修
、
舞
田
敦
編
『
浅
見

絅
斎
全
集
稿
本
』
中
巻
、
ぺ
り
か
ん
社
、
令
和
四
年
）

若
林
強
斎

『
論
語
師
説
』（
無
窮
会
専
門
図
書
館
織
田
文
庫
所
蔵
）

跡
部
良
顕

「
垂
加
翁
神
説
序
」（
前
掲
『
垂
加
神
道　

上
』）

瀧
川
亀
太
郎
纂
標
・
原
田
種
成
増
注『
纂
標
論
語
集
註
』（
松
雲
堂
書
店
、

昭
和
四
七
年
）

吉
川
幸
次
郎
『
論
語
』
中
（
中
国
古
典
選
４
、
朝
日
文
庫
、
昭
和
五
三
年
）

土
田
健
次
郎
訳
注
『
論
語
集
注
』
３
（
東
洋
文
庫854

、
平
凡
社
、
平

成
二
六
年
）

吹
野
安
・
石
本
道
明
『
孔
子
全
書
』
第
六
巻
『
論
語
６
』（
明
徳
出
版
社
、

平
成
十
三
年
）

石
本
道
明
・
青
木
洋
司
『
論
語　

朱
熹
の
本
文
訳
と
別
解
』（
明
徳
出

版
社
、
令
和
五
年
）
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注（
１
）	
闇
斎
は
じ
め
﨑
門
の「
克
己
復
礼
為
仁
」に
つ
い
て
は
、拙
稿「
﨑
門
と
訓
蒙
」（
西

岡
和
彦
・
石
本
道
明
・
青
木
洋
司
編
『
江
戸
期
『
論
語
』
訓
蒙
書
の
基
礎
的
研
究
』

明
徳
出
版
社
、
令
和
三
年
所
収
）
で
少
し
論
じ
た
。
そ
の
な
か
で
、
浅
見
絅
斎
『
論

語
師
説
』
八
（
述
而
第
七
）
を
引
き
、「「
克
己
復
礼
」
は
、「
博
文
約
礼
」
と
と

も
に
人
が
道
に
外
れ
な
い
行
動
を
日
々
積
み
重
ね
よ
、
と
の
教
え
」
が
、「
結
果

的
に
「
為
レ

仁
」
こ
と
に
な
」
る
。
ま
た
、
同
書
七
（
雍
也
第
六
）
を
引
き
、「「
博

文
約
礼
」
の
「
文
」
と
は
、「
聖
人
」
が
遺
し
た
書
物
を
指
」
し
、
そ
れ
を
通
し

て「「
聖
人
」の
道
を
博
く
、か
つ
徹
底
的
に
、し
か
も
正
し
く
学
ぶ
こ
と
が「
為
レ

仁
」

こ
と
で
あ
る
」
か
ら
、「「
賢
人
」
の
教
を
通
し
て
（
そ
れ
を
）
理
解
す
る
事
が
必

要
」
と
し
た
こ
と
を
説
い
た
。（
以
上
、
二
四
頁
）
ま
た
、
小
島
毅
氏
は
、「
朱
熹

に
よ
れ
ば
、（
中
略
）
復
礼
に
よ
っ
て
克
己
す
る
の
が
儒
教
の
特
長
で
あ
り
、
先

王
の
教
え
る
正
し
い
や
り
方
で
あ
る
。
復
礼
の
礼
と
は
、
各
人
が
生
ま
れ
つ
き
備

え
て
い
る
理
と
し
て
の
礼
で
は
な
く
、
個
別
具
体
的
な
身
体
動
作
で
あ
る
事
と
し

て
の
礼
で
あ
る
。そ
れ
ゆ
え
、学
ん
で
習
得
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」（「
朱

熹
の
克
巳
復
礼
解
釈
」、
宋
代
史
研
究
会
編
『
宋
代
の
規
範
と
習
俗
』
汲
古
書
院
、

平
成
七
年
、
八
五
頁
）
と
い
う
。
小
島
毅
『
中
国
近
世
に
お
け
る
礼
の
言
説
』（
東

京
大
学
出
版
会
、
平
成
八
年
）
ほ
か
参
照
。

（
２
）	

闇
斎
の
弟
子
渋
川
春
海
か
谷
秦
山
が
唱
え
た
と
い
わ
れ
る
。
加
藤
仁
平
『
和
魂
漢

才
説　

増
補
版
』（
吸
古
書
院
、
昭
和
六
二
年
）
参
照
。

（
３
）	

闇
斎
の
直
弟
子
で
は
、
浅
見
絅
斎
・
佐
藤
直
方
・
三
宅
尚
斎
の
い
わ
ゆ
る
「
﨑
門

三
傑
」
が
有
名
だ
が
、
彼
ら
は
朱
子
学
を
専
門
と
し
た
。
ほ
か
に
神
道
を
専
門
と

す
る
垂
加
神
道
家
に
も
出
雲
路
信
直
・
大
山
為
起
・
鴨
祐
之
を
筆
頭
に
大
勢
い
た

が
、
闇
斎
の
よ
う
に
神
儒
兼
学
を
も
っ
て
活
躍
で
き
た
の
は
、
谷
秦
山
の
ほ
か
い

な
か
っ
た
。
な
お
、
植
田
艮
背
の
『
艮
背
語
録
』
所
収
「
霊
社
従
学
ノ
人
」
で
は
、

多
く
の
門
人
が
神
儒
と
も
に
修
め
た
と
あ
る
か
ら
、
闇
斎
は
基
本
的
に
両
方
を
教

授
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
（
前
掲
『
垂
加
神
道
（
上
）』
四
七
九
〜
四
八
〇
頁

参
照
）。

（
４
）	

谷
秦
山
著
『
保
建
大
記
打
聞
』
の
序
文
に
、
そ
の
こ
と
が
打
ち
明
け
ら
れ
て
い
る
。

（
５
）	

小
島
毅
氏
は
「
そ
も
そ
も
『
論
語
』
の
本
文
を
ど
う
解
釈
す
る
か
が
、
研
究
者
・

翻
訳
者
に
よ
っ
て
異
な
る
の
で
あ
」（
七
三
頁
）
り
、
な
か
で
も
「
現
代
日
本
語

訳
版
は
訳
者
が
諸
家
に
よ
る
注
・
訳
を
比
較
検
討
し
て
自
身
の
信
ず
る
「
正
し
い

解
釈
」
を
お
こ
な
っ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
」（
八
五
頁
）
と
い
う
（「『
論
語
』
の

解
釈
変
更
─
古
注
か
ら
新
注
へ
─
」『
文
化
交
流
研
究　

東
京
大
学
文
学
部
次
世

代
人
文
学
開
発
セ
ン
タ
ー
研
究
紀
要
』
二
九
、
平
成
二
十
八
年
）。

（
６
）	

土
田
健
次
郎
氏
は
、「「
克
己
」
と
「
復
礼
」
を
朱
子
が
二
つ
に
分
け
る
の
は
誤
り

で
、こ
れ
は
自
分
を
修
め
る
に
は
礼
を
実
践
す
る
他
は
無
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

「
克
己
」
を
朱
子
が
私
欲
に
勝
つ
こ
と
と
し
、（
＊
伊
藤
）
仁
斎
が
（
＊
『
論
語

古
義
』
で
）
自
分
を
捨
て
る
こ
と
と
す
る
の
は
と
も
に
誤
り
で
あ
り
、
朱
子
が
「
復

礼
」
の
「
復
」
を
「
か
え
る
」
と
解
釈
し
て
い
る
の
は
老
子
の
「
初
め
に
復
す
」（
こ

の
語
自
体
は
『
荘
子
』
繕
性
）
の
思
想
で
あ
る
。
ま
た
礼
に
つ
い
て
朱
子
は
天
理

を
持
ち
出
し
、
仁
斎
も
臆
断
を
し
て
い
る
が
、
礼
は
あ
く
ま
で
も
先
王
の
制
作
し

た
も
の
で
あ
っ
て
、「
非
礼
・
・
・
・
」
は
礼
に
似
て
い
る
が
礼
で
は
な
い
も
の

を
行
う
な
と
い
う
こ
と
で
あ
る
」
と
説
く
。
そ
し
て
、「
本
章
を
朱
子
ら
が
個
人

修
養
の
問
題
と
す
る
の
に
対
し
、徂
徠
は
あ
く
ま
で
も
仁
を
天
下
統
治
の
道
と
し
、

そ
れ
を
実
現
す
る
に
は
個
人
修
養
が
必
須
で
あ
る
い
う
順
序
で
解
釈
す
る
」（
前

掲
『
論
語
集
注
』
３
、三
〇
八
頁
）
と
し
て
、
徂
徠
説
を
肯
定
し
た
。
た
だ
し
同

氏
は
、『
論
語
』（
ち
く
ま
学
芸
文
庫
、
令
和
五
年
）
で
、「『
春
秋
左
氏
伝
』
の
孔

子
の
語
は
後
の
創
作
の
可
能
性
が
あ
り
、そ
の
ま
ま
使
用
で
き
る
も
の
で
は
な
い
」

（
四
二
八
頁
）
と
も
指
摘
す
る
。

（
７
）	

闇
斎
自
身
「
述
べ
て
作
ら
ざ
る
は
、
嘉
の
学
ヲ

願
ふ
と
こ
ろ
な
り
」（
九
丁
裏
）
と

主
張
し
て
い
た
（
前
掲
「
朱
書
抄
略
序
」）。

（
８
）	
阿
部
吉
雄
『
日
本
朱
子
学
と
朝
鮮
』（
東
京
大
学
出
版
会
、
昭
和
四
〇
年
）、
近
藤

啓
吾
『
山
崎
闇
齋
の
研
究
』（
神
道
史
学
会
、
昭
和
六
一
年
）
ほ
か
参
照
。
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（
９
）	

こ
う
し
た
テ
キ
ス
ト
ク
リ
テ
ィ
ー
ク
は
、
経
書
の
み
な
ら
ず
、『
日
本
書
紀
』
な

ど
わ
が
国
の
神
典
で
も
行
わ
れ
、
そ
れ
が
テ
キ
ス
ト
に
な
っ
た
。「
垂
加
先
生
編

輯
梓
行
書
目
并
外
題
筆
者
」（
前
掲
『
垂
加
神
道
（
上
）』
五
一
九
〜
五
二
〇
頁
）

に
は
、「
神
代
巻　

下
御
霊
社
校
」、「
神
代
巻
口
訣
」、「
中
臣
祓
」、「
神
武
紀　

神
代
神
武
紀　

下
御
霊
蔵
板
」
な
ど
が
見
ら
れ
る
。

（
10
）	

嘉
点
『
論
語
集
註
』
に
つ
い
て
は
、
近
藤
啓
吾
「
嘉
點
『
論
語
集
註
』
の
研
究
」（
前

掲
『
山
崎
闇
齋
の
研
究
』
所
収
）
参
照
。

（
11
）	

林
文
孝
「「
仁
と
為
す
」
か
「
仁
を
為
す
」
か
─
朱
熹
『
論
語
集
注
』
の
も
と
で

の
『
論
語
』
顔
淵
篇
「
克
己
復
礼
為
仁
」
の
訓
読
─
」（『
境
界
を
越
え
て
：
比
較

文
明
学
の
現
在
』
一
七
、
立
教
大
学
、
平
成
二
九
年
）
に
、「
仁
と
為
す
」
と
訓

読
す
る
の
が
『
論
語
集
注
』
の
意
図
に
か
な
う
の
か
、
そ
れ
と
も
「
仁
を
為
す
」

と
訓
読
す
る
の
が
か
な
う
の
か
、
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
主
要
な
現

代
注
釈
書
に
あ
る
和
訓
を
調
査
さ
れ
た
上
で
、
結
論
と
し
て
「
仁
を
為
す
」
が
正

し
い
、
と
さ
れ
た
。
そ
し
て
、「「
克
己
復
礼
」
と
は
、
本
来
的
な
「
仁
」
を
実
現

す
る
た
め
の
手
だ
て
で
あ
り
、
非
本
来
性
か
ら
本
来
性
を
回
復
す
る
動
作
・
行
為

と
し
て
「
為
仁
」
が
表
現
さ
れ
て
い
る
」
の
だ
か
ら
、「「
克
己
復
礼
」
に
よ
り
「
仁

を
為
す
」
の
で
あ
る
」（
三
八
〜
三
九
頁
）
と
。
よ
っ
て
、「『
集
注
』
に
つ
い
て
「
仁

と
為
す
」
と
す
る
解
釈
は
、
こ
の
時
点
で
誤
り
と
い
っ
て
よ
い
」（
三
九
頁
）
と

す
る
。
そ
し
て
、
結
論
と
し
て
「
朱
熹
『
論
語
集
注
』
の
解
釈
に
従
う
限
り
、『
己

に
克
ち
礼
に
復
り
て
仁
を
為
す
』
と
訓
読
す
る
方
向
で
の
解
釈
が
正
当
で
あ
る
」

（
四
五
頁
）
と
さ
れ
た
。
た
だ
し
、
闇
斎
は
じ
め
﨑
門
学
者
は
、「
為
仁
」
を
「
仁

を
為
（
な
）
す
」
で
は
な
く
、「
仁
を
す
」
と
読
ん
で
い
る
。
本
稿
で
は
、
そ
こ

に
注
目
し
た
。

（
12
）	

若
林
強
斎
は
『
論
語
師
説
』「
顔
淵
十
三
」
の
最
初
の
所
で
、「
扨
書
ヲ
講
ス
ル
ハ
、

本
文
カ
ラ
注
ト
ヨ
ム
事
ナ
レ
ド
モ
、
キ
ハ
メ
テ
ハ
云
ハ
レ
ヌ
、
ド
ウ
ナ
リ
ト
モ
学

者
ノ
本
文
ノ
旨
ヲ
呑
込
ヤ
ウ
ニ
ス
ル
カ
ラ
、
此
章
ナ
ド
ハ
、
注
ノ
シ
ラ
ケ
タ
吟
味

ヲ
聞
ネ
バ
、
本
文
デ
ハ
云
ハ
レ
ヌ
事
ガ
ア
ル
ユ
ヱ
、
注
カ
ラ
読
ン
テ
、
本
文
ヲ
引

付
テ
聞
ス
ゾ
」
と
あ
る
。
本
稿
も
、
朱
子
の
注
を
絅
斎
や
強
斎
の
解
釈
を
通
じ
て

理
解
す
る
こ
と
で
、
闇
斎
の
訓
読
が
、
朱
子
の
意
図
に
適
っ
た
も
の
か
を
確
認
し

よ
う
と
思
う
。

（
13
）	『
文
会
筆
録
』
四
之
二
に
「
身
モ

亦
巳
な
り
、
中
庸
、
仁
は
人
な
り
、
章
句
ニ 

人
ハ

身
ヲ

指
シ
テ

言
、
程
・
朱
、
仁
・
恕
ノ

字
義
ヲ

解
ス
ル
モ

、
亦
皆
巳
ノ

字
ヲ

以
之
ヲ

説
ケ
リ

、

嘉
、
此
巳
ノ

字
ヲ

認
メ

得
テ

、
仁
愛
親
切
ノ

意
味
ヲ

覚
ヘ

、
乃ス
　

仁
説
問
答
ヲ

編
メ
リ

」（
五
三

丁
裏
〜
五
四
丁
表
）
と
、
闇
斎
の
意
見
が
あ
る
。

（
14
）	

徂
徠
の
『
論
語
徴
』
に
も
「
為
」
字
は
、
孔
子
が
加
筆
し
た
と
あ
る
。「
孔
子
特

に
「
為す

る
」
の
字
を
加
ふ
、
以
て
見
る
可べ

き
巳の
み

」
と
。（
小
川
環
樹
訳
注
『
論
語
徴
』

２
、
平
凡
社
、
平
成
六
年
、
一
二
六
頁
）

（
15
）	

土
田
健
次
郎
氏
は
「
仁
と
は
、
個
人
の
内
的
欲
求
と
社
会
的
調
和
を
両
立
さ
せ
る

も
の
」
と
す
る
（『
儒
教
入
門
』
東
京
大
学
出
版
会
、
平
成
二
三
年
、
二
六
頁
）。

（
16
）	

拙
稿
「
大
国
神
像
考
─
出
雲
大
社
と
垂
加
神
道
と
の
関
係
か
ら
─
」（『
神
道
文
化
』

一
七
、
平
成
一
七
年
）。


